
目
次

②
町

長
コ

ラ
ム

　
③

消
防

団
表

彰
④

町
内

公
共

交
通

　
⑤

地
域

通
貨「
m
orica」

⑥
所

得
税

・
町

県
民

税
の

申
告

、
広

島
北

税
務

署
⑦

新
型

コ
ロ

ナ
感

染
状

況
と

ワ
ク

チ
ン

接
種

　
令

和
５

年
度

安
芸

太
田

町
健

診
事

業
⑧

地
域

商
社

あ
き

お
お

た
通

信

⑨
住

ん
で

み
つ

け
る

た
か

ら
も

の
⑩

地
域

お
こ

し
協

力
隊

だ
よ

り
、

物
品

売
払

情
報

⑪
み

ん
な

の
国

民
年

金
　

⑫
人

権
⑬

消
費

生
活

ホ
ッ

ト
ラ

イ
ン

、
マ

イ
ナ

ポ
イ

ン
ト

⑭
安

芸
太

田
町

公
衆

衛
生

推
進

協
議

会
⑯

海
ご

み
（

海
岸

漂
着

物
等

）
を

な
く

そ
う

!

⑰
ご

み
の

分
別

に
ご

協
力

を
お

願
い

し
ま

す
　

安
芸

太
田

町
の

森
づ

く
り

事
業

⑱
安

芸
太

田
町

二
十

歳
を

祝
う

会
開

催
⑲

学
校

だ
よ

り
　

⑳
介

護
保

険
㉑

地
域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

講
演

会
㉒

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

㉓
山

県
警

察
署

、
会

合
・

講
演

会
の

ご
案

内
㉔

お
し

ら
せ

~Inform
ation~

㉕
国

際
交

流
だ

よ
り

　
㉖

図
書

館
だ

よ
り

㉗
当

番
医

、
今

月
の

納
税

等
、

し
尿

収
集

日
　

粗
大

ご
み

収
集

日
程

、
無

料
検

査
日

程
㉘

G
O

!G
O

!加
計

高
通

信
、

初
め

て
の

誕
生

日

安
芸
太
田
町
二
十
歳
を
祝
う
会

18ペ
ー

ジ
に

関
連

記
事

が
あ

り
ま

す
。
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今
シ
ー
ズ
ン
は
例
年
以
上
の
雪
に
見

舞
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

雪
が
降
ら
な
い
の
も
困
り
ま
す
が
、

降
り
す
ぎ
る
と
大
変
な
の
が
除
雪
作
業

で
す
。

　

町
内
で
は
国
道
と
県
道
を
県
が
、
町

道
や
一
部
の
林
道
を
町
が
担
当
し
て
除

雪
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
原
則
は

当
日
の
朝
５
時
に
道
路
上
の
積
雪
が
15

㎝
を
超
え
て
い
る
場
合
（
こ
れ
は
当
該

地
区
を
担
当
す
る
除
雪
事
業
者
が
確
認

を
し
ま
す
）、
除
雪
を
行
う
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

　

広
い
町
内
を
17
の
事
業
者
・
団
体
が

分
担
し
て
対
応
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、

出
来
る
だ
け
通
勤
に
支
障
が
な
い
よ
う

に
、
予
報
で
わ
か
っ
て
い
る
時
に
は
夜

中
か
ら
除
雪
を
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
で
も
、
対
応
が
遅
く
な
っ
て
し

ま
う
場
合
も
あ
り
、
地
域
か
ら
も
ご
指

摘
を
い
た
だ
く
事
が
あ
る
の
で
す
が
、

日
中
で
も
雪
が
降
り
続
く
よ
う
な
大
雪

の
場
合
、
ほ
ぼ
一
日
中
、
し
か
も
数
日

に
渡
っ
て
除
雪
車
を
動
か
し
て
い
た
だ

く
な
ど
、
事
業
者
の
皆
さ
ん
に
は
献
身

的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
事

も
ご
理
解
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
町
全
域
の
町
道
を
除
雪

す
る
場
合
、
概
算
で
す
が
１
日
約
１
千

万
円
を
超
え
る
費
用
が
か
か
り
ま
す
。

本
年
度
は
既
に
１
億
５
千
万
円
程
度
の

事
業
を
行
っ
て
い
る
計
算
で
す
が
、
本

町
の
場
合
３
割
程
度
は
国
費
で
、
残
り

は
自
主
財
源
で
賄
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

除
雪
事
業
に
関
す
る
最
近
の
問
題
は

担
い
手
不
足
で
す
。
高
齢
化
に
よ
り
ベ

テ
ラ
ン
の
作
業
員
さ
ん
が
引
退
さ
れ
て

い
ま
す
。
作
業
員
が
い
な
け
れ
ば
事
業

者
と
し
て
も
仕
事
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
降
雪
量
も
年
々
変
動
す
る
た
め
、

事
業
者
の
皆
さ
ん
も
、
ど
の
程
度
作
業

員
を
確
保
す
べ
き
か
判
断
が
難
し
い
と

い
う
話
を
お
聞
き
し
ま
す
。

　

加
え
て
公
共
事
業
も
減
っ
て
き
て
い

る
こ
と
か
ら
、
除
雪
事
業
を
受
け
て
く

だ
さ
る
事
業
者
も
少
な
く
な
っ
て
お
り
、

本
町
に
お
い
て
も
現
状
の
体
制
を
今
後

も
維
持
で
き
る
か
ど
う
か
、
大
き
な
課

題
だ
と
考
え
て
い
ま
す
（
お
隣
の
広
島

市
で
は
除
雪
事
業
が
な
い
た
め
、
年
末

の
大
雪
で
は
飯
室
な
ど
は
大
変
な
状
況

で
し
た
）。

　

更
に
大
雪
で
倒
木
が
あ
る
と
、
停
電

や
そ
れ
に
よ
る
断
水
も
発
生
し
ま
す
し
、

温
度
が
上
が
れ
ば
漏
水
も
頻
発
し
ま
す
。

そ
の
都
度
、
役
場
も
対
応
に
あ
た
り
、

町
民
生
活
に
支
障
が
な
い
よ
う
努
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
町
民
の
皆
さ
ん

に
も
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

除　雪

vol.28

橋
はし

本
もと

　博
ひろ

明
あき

橋本　博明



　

団　
　

員　

伊
賀　

真
一

　
　

〃　
　

冨
樫　

敬
史

　
　

〃　
　

藤
川　
　

豊

　
　

〃　
　

寄
江　

広
信

　
　

〃　
　

戸
田　

宏
二

　
　

〃　
　

斉
藤　

憲
治

　
　

〃　
　

郷
田　
　

亮

　
　

〃　
　

馬
場　
　

孝

　
　

〃　
　

武
田　

雄
二

　
　

〃　
　

佐
々
木
文
義

　
　

〃　
　

佐
々
木
憲
昭

　
　

〃　
　

池
田　
　

納

　
　

〃　
　

川
本　

泰
生

　
　

〃　
　

森
本　

健
士

　
　

〃　
　

新
田　
　

靖

　
　

〃　
　

多
賀　

保
則

　
　

〃　
　

二
見　

重
幸

　
　

〃　
　

佐
々
木　

真

　
　

〃　
　

横
畠　

正
昭

　
　

〃　
　

住
吉　

裕
二

　
　

〃　
　

山
本　

芳
正

　
　

〃　
　

斎
藤　

政
司

　
　

〃　
　

古
元　

正
敏

　
　

〃　
　

佐
々
木
宏
司

　
　

〃　
　

佐
々
木
一
孝

　
　

〃　
　

佐
々
木
道
宏

　
　

〃　
　

栗
栖　
　

剛

　
　

〃　
　

佐
々
木　

一

【
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
】

◎
勤
続
章

　

分
団
長　

木
下　

秀
雄

　

部　
　

長　

大
倉　
　

順

（
敬
称
略
）

【
消
防
庁
長
官
表
彰
】

◎
永
年
勤
続
功
労
章

　

分
団
長　

広
藤　

忠
幸

　

副
分
団
長　

矢
野　

昭
次

　

部　
　

長　

田
中　

啓
二

　

団　
　

員　

栗
栖　

和
夫

【
広
島
県
知
事
表
彰
】

◎
優
良
団
員

　

分
団
長　

新
田　

逸
男

　
　

〃　
　

河
野　

雅
彦

　
　

〃　
　

梶
原　

信
吾

　
　

〃　
　

佐
々
木
一
士

　
　

〃　
　

齋
藤　

直
将

　
　

〃　
　

奥
下　
　

栄

　
　

〃　
　

栗
栖　

雅
年

　
　

〃　
　

水
口　

一
隆

　

副
分
団
長　

亀
井　

志
伸

　

部　
　

長　

大
倉　
　

順

　

部　
　

長　

住
吉　

定
信

　
　

〃　
　

大
野　

文
彦

消
防
団
表
彰

　

部　
　

長　

栗
原　
　

悟

　
　

〃　
　

本
家　

久
史

　

班　
　

長　

山
陰　

尚
真

　
　

〃　
　

佐
々
木
博
道

　
　

〃　
　

西
本　

裕
二

　
　

〃　
　

栗
栖　

和
洋

　
　

〃　
　

三
木　

健
次

　
　

〃　
　

佐
々
木
竜
則

　
　

〃　
　

横
山　

孝
行

　
　

〃　
　

竹　
　

智
己

　
　

〃　
　

斎
藤　

文
彦

　
　

〃　
　

栗
栖　

俊
生

　

団　
　

員　

東　
　

行
雄

　
　

〃　
　

瀬
戸　

幸
成

　

部　
　

長　

栗
栖　

武
彦

　

班　
　

長　

新
山　

久
士

　
　

〃　
　

川
本　

隆
実

　
　

〃　
　

栗
栖　
　

聡

　

団　
　

員　

寄
江　

広
信

　
　

〃　
　

馬
場　
　

孝

　
　

〃　
　

斎
藤　

義
彦

【
広
島
県
消
防
協
会
長
表
彰
】

◎
感
謝
状

　

団　
　

長　

栗
原　
　

眞

　

団　
　

員　

新
田　

康
浩

　
　

〃　
　

増
田　
　

浩

　
　

〃　
　

岡　
　

久
登

　
　

〃　
　

田
野　

友
博

　
　

〃　
　

佐
々
木　

勲

　
　

〃　
　

園
田　

哲
也

◎
功
績
章

　

分
団
長　

佐
々
木
一
士

　
　

〃　
　

西　
　

圭
司

◎
勤
続
章
25
年

　

分
団
長　

森
脇　
　

泰

　
　

〃　
　

山
根　

信
幸

　

副
分
団
長　

亀
井　

志
伸

　

部　
　

長　

栗
栖　

博
志

　

班　
　

長　

鈴
木　

公
二

　
　

〃　
　

山
根　

元
康

　
　

〃　
　

佐
々
木
浩
吉

　

団　
　

員　

児
玉　

真
吾

　
　

〃　
　

藤
井
敏
三
郎

　
　

〃　
　

河
野　

春
男

　

団　
　

員　

武
本　

宮
紀

　
　

〃　
　

山
本　

考
則

　
　

〃　
　

児
玉　

信
行

◎
勤
続
章
20
年

　

部　
　

長　

川
野　

智
海

　
　

〃　
　

大
原　

裕
也

　
　

〃　
　

佐
々
木
晃
史

　
　

〃　
　

木
下　

義
章

　

班　
　

長　

上
田　
　

誠

　
　

〃　
　

伊
賀　

裕
記

　
　

〃　
　

藤
本　

浩
司

　

団　
　

員　

増
谷　

昌
伸

　
　

〃　
　

河
野　
　

茂

　
　

〃　
　

小
田　
　

篤

　
　

〃　
　

河
野　
　

雅

　
　

〃　
　

小
笠
原
文
麿

　
　

〃　
　

清
本　

雄
司

　
　

〃　
　

河
戸　

一
宏

　
　

〃　
　

山
根　

寿
春

　
　

〃　
　

栗
栖　
　

浩

　
　

〃　
　

濱
田　

龍
昇

◎
勤
続
章
15
年

　

分
団
長　

西　
　

圭
司

　

部　
　

長　

栗
栖　

将
紀

　

班　
　

長　

村
竹　

武
夫

　
　

〃　
　

大
江　

裕
司

　
　

〃　
　

河
野　
　

進

　

団　
　

員　

藤
川　

利
隆

　
　

〃　
　

森　
　

秀
和

　
　

〃　
　

河
野　
　

司

　
　

〃　
　

川
本　
　

忍

【
広
島
県
消
防
協
会

　
　

山
県
支
部
長
表
彰
】

◎
功
績
章

　

部　
　

長　

佐
藤　

和
雄

　

班　
　

長　

伊
賀　

裕
記

　

団　
　

員　

小
笠
原
文
麿

◎
表
彰
章

　

班　
　

長　

内
藤　

光
正

　
　

〃　
　

道
教　

雅
仁

　

団　
　

員　

佐
々
木
隆
詞

　
　

〃　
　

河
野　

靖
志

　
　

〃　
　

嶋
川　

清
隆

《
新
入
団
員
》

　

第
５
分
団　

矢
立　

陽
規

　
　

〃　
　

栗
栖　

慶
汰

　

第
８
分
団　

小
林　

俊
輝

　

本　
　

部　

平
上　

正
子

　
　

〃　
　

髙
木　

大
輔

令
和
５
年

　

１
月
８
日
、
戸
河
内
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
、
令
和
５

年
安
芸
太
田
町
消
防
団
出
初
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

表
彰
受
彰
者
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町内公共交通
　

１
月
12
日
に
、
安
芸
太
田
町
地
域
公
共
交
通
会
議

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

昨
年
11
月
に
実
施
し
た
あ
な
た
く
・
定
額
タ
ク
シ

ー
の
社
会
実
験
に
つ
い
て
報
告
を
行
う
と
と
も
に
、

今
年
度
策
定
す
る
地
域
公
共
交
通
計
画
の
現
在
の
取

り
ま
と
め
状
況
に
つ
い
て
、
協
議
し
ま
し
た
。

　

あ
な
た
く
の
利
用
状
況
を
踏
ま
え
て
、
定
額
タ
ク

シ
ー
を
基
軸
と
す
る
交
通
の
再
編
や
広
域
路
線
の
フ

ィ
ー
ダ
ー
化
（
支
線
化
）
に
伴
う
交
通
再
編
が
時
期

計
画
の
主
な
テ
ー
マ
に
な
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

12
月
か
ら
「
も
り
か
」
が

定
額
タ
ク
シ
ー
の
利
用
証
明

書
と
な
り
稼
働
回
数
が
増
加

し
て
い
ま
す
。

　

相
乗
り
率
は
１
７
・
７
％

と
先
月
よ
り
も
減
少
し
て
い

ま
す
。
一
人
で
の
利
用
が
増

加
し
て
お
り
、
運
航
経
費
の

増
加
や
タ
ク
シ
ー
の
予
約
が

取
り
に
く
い
状
況
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
同
じ
方
向
・
目
的

地
の
方
は
、
引
き
続
き
「
相

乗
り
」
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

11
月
に
実
施
し
た
、
あ
な
た
く
・
定
額
タ
ク
シ
ー
の

社
会
実
験
を
終
え
、
定
額
タ
ク
シ
ー
利
用
証
明
書
申
請

者
に
対
し
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

集
計
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

地
域
公
共
交
通
会
議
開
催

定
額
タ
ク
シ
ー
の

　
　
　
　
　

利
用
状
況
に
つ
い
て

あ
な
た
く
・
定
額
タ
ク
シ
ー
の
社
会

実
験
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
結
果
（
速
報

値
）
に
つ
い
て

定額タクシー稼働状況
10月 11月 12月

稼 働 回 数 1,015 1,334 1,634
相乗り回数 211 262 289
相 乗 り 率 20.8％ 19.6％ 17.7％

対象人数…1,046人
回収件数…634件　
回 収 率…61％

◦
一
人
で
利
用
し
て
い
る
時
、
町
の

　

財
政
負
担
に
な
っ
て
い
る
な
と
少

　

し
心
が
痛
み
ま
す
。
あ
い
の
り
の

　

た
め
の
良
い
知
恵
が
あ
れ
ば
も
っ

　

と
頻
繁
に
利
用
す
る
と
思
い
ま
す
。

◦
広
電
バ
ス
も
利
用
し
た
い
。

◦
安
芸
太
田
町
は
他
町
村
に
比
べ
て

　

公
共
機
関
に
い
ろ
い
ろ
配
慮
し
て

　

い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
あ
り
が
た

　

く
思
っ
て
い
ま
す
。

◦
あ
い
の
り
に
つ
い
て
個
人
に
出
か

　

け
る
目
的
を
聞
け
な
い
。

◦
自
家
用
車
を
持
っ
て
い
な
い
者
に

　

は
あ
り
が
た
い
で
す
。

◦
タ
ク
シ
ー
の
待
ち
時
間
が
長
い
。

◦
あ
な
た
く
を
廃
止
し
て
定
額
タ
ク

　

シ
ー
だ
け
で
良
い
の
で
は
。

◦
ス
ー
パ
ー
の
閉
店
時
間
ま
で
タ
ク

　

シ
ー
の
営
業
を
し
て
ほ
し
い
で
す
。

◦
ま
だ
車
に
乗
っ
て
い
ま
す
が
、
返

　

納
後
は
料
金
が
少
し
で
も
安
い
乗

　

り
物
を
利
用
し
た
い
で
す
。

　

こ
の
他
多
数
の
ご
意
見
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

今
後
も
住
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て

よ
り
良
い
公
共
交
通
を
め
ざ
し
て
い

き
ま
す
。

【
そ
の
他
自
由
記
述
・
ご
意
見
】

定額タクシー利用目的 年代

今後中心となる交通の希望
自動車運転免許

あり
32.4%

なし
56.9%

80歳以上
61.9%

返納済
10.7%

70歳代
27.8%

60歳代
6.1%

50歳未満
2.6%

50歳代
1.6%

通院

町内バスを
希望

8181..77%%

17.5%

知人訪問 6.7%

買い物

あなたくを
希望

41.0%

11.9%

通勤 2.1%

イベント参加

定額タクシー
を希望

4.5%

8080..99%%

会合参加 8.6%

墓参り 4.1%

その他 10.1%

0%

0%

50%

50%

100%

100%

※複数回答

※複数回答

1.6倍

減少
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マイナンバーカードを登録して条件を達成すると、
最大morica20,000マネーもらえます。

morica7,000マネーの期限が迫っています!
ご利用はお早めにお願いします!!（期限…2月28日）

morica4コマ劇場　【moricaでお買い物】編

moricaでマイナポイントの申請ができるようになりました!

期間限定7,000マネーは2月28日まで! 期限までに必ずご利用ください。
※12月１日以降に転入、出生された方に期間限定マネーの付与はありません。

【４コマ劇場次回予告：moricaでチャージ編】お楽しみに♪

●問い合わせ先／企画課　☎28−1972
住民課　☎28−2116

広報安芸太田　令和５（2023）年　２月号

まだマイナポイントの申請されていない方はお早めに!

詳しくは町公式サイトを
ご覧いただくか、役場本
庁住民課、もしくは各支
所へお尋ねください。

マイナポイント① マイナポイント② マイナポイント③

morica
電子マネーチャージで

25％還元
健康保険証として

利用申し込み
公金受取

口座の登録

morica
最大5,000マネー

morica
7,500マネー

morica
7,500マネー

申込日翌日のチャージ（入金）
から付与対象となります。

お申込み（健康保険証の申込）
の翌日以降に１回morica電子
マネーに付与いたします。

お申込み、且つ公金口座登録完了
確認後の翌日以降に1回morica
電子マネーに付与いたします。

【町公式サイト】

①③

②④



申告書の作成は、新型コロナウイルスの感染防止の観点からも自宅でパソコン・スマホから！
国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」なら自動で計算しますので、大変便利です！
※国税庁ホームページで作成後、印刷して郵送などで所轄の税務署に提出することもできます。

e-Taxは確定申告書等作成コーナーから

受　付　日 申　告　会　場 受　付　日 申　告　会　場

２⽉16⽇ 木
安芸太田町役場本庁東館

３月１日 水
太田川交流館かけはし

２⽉17⽇ 金 ３月２日 木

２⽉20⽇ 月
筒賀福祉センター

３月３日 金 上殿コミュニティセンター

２⽉21⽇ 火 ３月６日 月 殿賀ふれあいプラザ

２⽉22⽇ 水 安野ふれあいセンター ３月７日 火 松原⾼齢者コミュニティセンター 空谷農事集会所

２⽉24⽇ 金 修道せせらぎ文化センター ３月８日 水 四合⽣活改善センター つぼの地区交流センター

２⽉27⽇ 月
川・森・文化・交流センター

３月９日 木 寺領地区農業構造改善センター 東区コミュニティセンター

２⽉28⽇ 火 ３月10日 金 猪⼭集会所 旧津浪小学校

３月13日 月 旧杉の泊小学校 至誠文化センター

３月14日 火
本庁税務課・加計支所・筒賀支所

３月15日 水

◆申告相談受付にあたっては、基本的な感染防止策を行っていますが、会場にお越しいただく際には、
　マスクの着用、手指消毒などにご協力をお願いします。
◆体調がすぐれない場合はご来場をお控えいただき、後日最寄りの会場で申告いただきますようお願
　いします。
◆町内の感染症確認状況によっては日程を変更する場合があることをご承知おきください。
◆例年、２日間連続して開催する会場の初日（特に午前中）は非常に混雑します。混み具合によって
　は日程・時間をずらして来場するなど混雑緩和にご協力をお願いします。

※申告受付時間　午前９時～午後３時町内申告受付・申告会場

●問い合わせ先／税務課　☎28−2114

◎役場本庁と各支所での申告は、十分な対応
　ができない場合がありますので、できるだ
　け上記の会場にお越しください。
◎申告は、どの会場に来られても受付できま
　すので、ご都合に合わせてご来場ください。

広島北税務署からのお知らせ

令和４年分 所得税・町県民税の申告について

6広報安芸太田　令和５（2023）年　２月号



7 広報安芸太田　令和５（2023）年　２月号

　感染拡大や医療のひっ迫を防ぐため、早めのワクチン接種の検討を
お願いします。そして、引き続き基本的な感染対策をお願いします。

※接種券の送付・予約などについては、個別の案内や広報11月号をご確認ください。
◦陰性確認目的での医療機関の受診は控えてください。
◦感染が不安な人は抗原検査キットによる自己検査やPCRセンター・
　登録薬局を活用ください。
◦発熱や咳のみなどの軽症の場合は、救急車の利用は控えてください。

●問い合わせ先／健康福祉課　☎22−0196

新型コロナ感染状況とワクチン接種について

◦オミクロン株対応ワクチンは、一人１回接種できます。
　対象者…12歳以上、２回目接種を完了し３か月以上経過している人
◦接種には現在お持ちの接種券をご利用ください。

（リンク先／広島県）

皆様への
お願い

令和令和55年度安芸太田町健診事業について年度安芸太田町健診事業について令和令和55年度安芸太田町健診事業について年度安芸太田町健診事業について

●２月下旬に各世帯へ「安芸太田町健診事業の案内」を送付します。お手元に届きましたら、必ず
　ご確認ください。ご不明な点があれば、健康福祉課（☎22−0196）までご連絡ください。

対象者の基準は、以下の通りです。

町内に住所のある20歳以上※の人集団健診 山ゆり健診

個別健診

注意事項

人間ドック

サクッと健診

町内に住所のある40歳以上74歳以下※の人で、
受診時に、安芸太田町国民健康保険加入者

町内に住所のある75歳以上※の人

※令和６年３月31日時点の年齢

　令和５年度より社会保険（協会けんぽ等）の人は、個別健診の
申し込みができません。この機会に、保険者の設定した健康診査
制度をご確認ください。（保険証に記載の連絡先）

◎参考：全国協会けんぽ広島支部ホームページ　
　◆健診のご案内…https://www.kyoukaikenpo.or.jp/shibu/hiroshima/

広告



あきおおた飲食店周遊スタンプラリーへのご参加をありがとうございました!
好評につき、クーポンの利用総額が予定数に達しましたので、交換を終了しました。

クーポン券の使用期限は、令和５年３月10日まで。お早めに期間内に参加店舗でご利用ください。

一般社団法人地域商社あきおおた
〒731−3664 安芸太田町大字上殿632–2

　☎28–1800 FAX28–1843

〔あきおおたDMO〕【道の駅来夢とごうち】

地域商社あきおおた通信　第44号

　地域商社あきおおたでは事業本
部長を募集します。
　応募方法などの詳細は、地域商
社あきおおたのホームページでご
確認ください。

　道の駅来夢とごうちエリア内に
あるチャレンジショップ出店者を
募集します。２月上旬から募集を
行う予定です。
　応募方法の詳細は、地域商社あ
きおおたのホームページでご確認
ください。

職員募集のお知らせ

出店募集のお知らせ

https://cs-akiota.or.jp

8広報安芸太田　令和５（2023）年　２月号

ハッピーバレンタイン!
　道の駅来夢とごうちでは、バ
レンタインのラッピングも承っ
ています。
　祇園坊の干柿を使ったチョコ
レート菓子「チョコちゃん」や
戸河内ウイスキーの「ミニウイ
スキー」などがおすすめです。
　大切な方へ、友人へ、身近な
方へ、日頃のお礼と感謝を込め
てプレゼントはいかが。もちろ
ん自分へのご褒美にも！

道の駅マルシェ
毎月第４日曜日

※なくなり次第終了

2月26日㈰
9:00～16：00

次
回

安芸太田の魅力満載　　　　
冬の里山　はじめての雪体験
・神楽モニターツアー　　　

送料無料キャンペーン実施中!

　１月20～22日、沖縄から近い雪国の安芸太田町へ「雪と伝統
にふれるモニターツアー（２泊３日）」を実施し、沖縄からおじ
いちゃん、おばあちゃんと孫や親子づれ23人が参加されました。
　到着の夜は、いこいの村で神楽上演に続き神楽の説明や衣装
の撮影会で伝統文化にふれ、翌日は早朝から夜まで雪上ウォー
クや雪だるまづくりなど、雪体験を思う存分楽しんでいただき
ました。
　参加者からは「伝統と地域を皆さんで継承し、尽力されてい
て素晴らしいですね」という声が聞かれました。
　先月号でお知らせしたモニターツアー同様、来春以降の商品
化をめざしています。

　オンラインショップ「あきおおたから」では、
期間限定で送料無料キャンペーンを実施中です。

～ギフトBOX始めました～

　対象商品または5,000円以上購入
で送料無料でお送りします。道の駅
来夢とごうち１階売店でのお買い上
げも対象です。
　コロナ禍で会えない家族や友人へ
のプレゼントにいかがですか。



価
値
観
が
共
存
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
安
芸
太
田
町
に
来
て
び
っ
く
り
し
た

　
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

　

す
れ
違
う
人
が
み
ん
な
挨
拶
し
て
く
れ
る

こ
と
で
す
。
僕
も
挨
拶
す
る
癖
が
つ
い
て
、

町
外
で
も
知
ら
な
い
人
に
挨
拶
し
て
し
ま
っ

た
こ
と
も
。
と
っ
て
も
不
審
な
顔
を
さ
れ
ま

し
た
（
笑
）。

　

環
境
で
言
え
ば
、
雪
も
す
ご
い
で
す
が
、

寒
暖
差
が
す
ご
い
。
景
色
は
３
６
０
度
見
渡

し
て
も
森
だ
し
、
川
が
き
れ

い
で
魚
を
採
っ
て
き
て
食
べ

る
こ
と
が
で
き
る
。
水
が
綺

麗
な
こ
と
に
は
本
当
に
び
っ

く
り
し
ま
し
た
。

Ｑ
新
し
い
寮
の
住
み
心
地

　
は
い
か
が
で
す
か
？

　

「
サ
イ
コ
ー
！
」
で
す
。

一
年
生
の
間
は
、
川
・
森
・
文

化
・
交
流
セ
ン
タ
ー
４
階
で
、

６
人
の
大
部
屋
で
し
た
。

　

住
ん
で

み
つ
け
る

た
か
ら
も
の

　県外から加計高校に進学し、
生徒会長をしている隠居大介さ
んにお話を伺いました。

　

そ
れ
は
そ
れ
で
と
て
も
い
い
経
験
に
な
っ

た
と
感
じ
て
い
ま
す
が
、
今
は
個
室
だ
し
、

シ
ャ
ワ
ー
も
ト
イ
レ
も
充
実
し
て
い
て
贅
沢

な
環
境
で
す
。

　

ご
飯
も
美
味
し
く
て
温
か
い
ご
飯
が
食
べ

ら
れ
る
の
が
嬉
し
い
で
す
ね
。
バ
イ
キ
ン
グ

形
式
で
、
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
も
い
ろ
い
ろ
あ
っ

て
選
ぶ
の
が
楽
し
い
で
す
。

　

お
昼
は
食
堂
の
食
事
は
無
い
の
で
、
「
寮

の
キ
ッ
チ
ン
で
作
る
・
コ
ン
ビ
ニ
・
ス
ー
パ

ー
」
の
三
択
。
た
ま
ー
に
キ
ッ
チ
ン
で
お
弁

当
を
作
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

夏
に
は
寮
の
中
庭
で
Ｂ
Ｂ
Ｑ
を
し
て
と
て

も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

Ｑ
休
日
は
何
を
し
て
過
ご
し
て
い
ま
す

　
か
？ 

　

虫
が
大
好
き
な
の
で
、
休
日
は
ほ
と
ん
ど

虫
取
り
を
し
て
い
ま
す
。
虫
取
り
網
を
持
っ

て
町
内
を
ウ
ロ
ウ
ロ
し
て
い
る
の
は
僕
で
す

（
笑
）。

　

一
番
好
き
な
昆
虫
は
カ
マ
キ
リ
。
こ
こ
で

初
め
て
「
ヒ
メ
カ
マ
キ
リ
」
を
見
つ
け
る
こ

と
が
で
き
て
感
動
し
ま
し
た
。
オ
オ
サ
ン
シ

ョ
ウ
ウ
オ
も
普
通
に
見
か
け
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

月
に
１
回
ぐ
ら
い
は
広
島
市
内
に
出
る
こ

と
は
あ
り
ま
す
が
、
安
芸
太
田
に
い
る
の
が

本
当
に
楽
し
く
て
飽
き
ま
せ
ん
。
街
並
み
も

き
れ
い
だ
し
、
虫
取
り
を
し
な
が
ら
い
ろ
ん

な
小
道
を
歩
く
の
が
楽
し
い
で
す
。
都
会
で

育
っ
た
の
で
、
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
憧
れ
だ
っ

た
こ
と
が
い
ろ
い
ろ
で
き
ま
す
。
安
芸
太
田

町
で
育
っ
た
子
が
う
ら
や
ま
し
い
で
す
。

Ｑ
や
っ
て
み
た
い
こ
と
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

　
て
み
た
い
こ
と
な
ど
は
あ
り
ま
す
か
？

　

軽
音
部
に
入
っ
て
い
る
の
で
、
他
の
高
校

を
こ
こ
に
呼
ん
で
、
ラ
イ
ブ
を
し
て
み
た
い

で
す
！
他
の
高
校
生
に
も
こ
の
町
の
良
さ
を

知
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。

　

ま
た
、
虫
取
り
を
し
て
い
る
と
カ
ブ
ト
ム

シ
が
減
っ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
る
の
で
、
地

元
の
カ
ブ
ト
ム
シ
を
増
や
し
て
み
た
い
で
す
。

子
ど
も
達
に
も
採
っ
た
と
き
の
喜
び
を
体
感

し
て
欲
し
い
で
す
。

　

あ
と
、
町
内
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
て
み

た
い
で
す
。
寮
生
に
安
芸
太
田
町
で
の
「
家

族
」
が
で
き
た
ら
み
ん
な
喜
ぶ
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
将
来
の
夢
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

将
来
は
大
学
へ
の
進
学
を
希
望
し
て
い
ま

す
。
卒
業
し
て
も
、
本
当
に
安
芸
太
田
町
に

お
世
話
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
何
か
の
形
で

恩
返
し
を
し
た
い
で
す
。
ず
っ
と
関
わ
り
続

け
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
加
計
高
校
の
応
援
を
お
願
い

し
ま
す
。

Ｑ
加
計
高
校
を
選
ん
だ
き
っ
か
け
は
何

　
で
す
か
？

　

家
族
の
仕
事
の
関
係
で
転
勤
が
多
く
、
高

校
は
寮
が
あ
る
と
こ
ろ
を
中
心
に
探
し
ま
し

た
。
加
計
高
校
の
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
に
来

た
時
、
地
域
の
方
が
挨
拶
を
し
て
く
れ
ま
し

た
。
何
校
か
見
学
に
行
き
ま
し
た
が
、
地
域

の
方
と
挨
拶
を
交
わ
し
た
の
は
加
計
高
校
だ

け
で
し
た
。
こ
の
高
校
な
ら
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

Ｑ
ど
ん
な
高
校
で
す
か
？

　

中
学
時
代
は
、
１
学
年
約
４
０
０
人
。
先

生
か
ら
も
集
団
で
し
か
見
ら
れ
て
な
か
っ
た

な
と
思
い
ま
す
。

　

加
計
高
校
は
全
校
１
０
７
人
。
先
生
た
ち

も
と
て
も
熱
心
で
「
一
個
人
」
と
し
て
見
て

く
れ
る
。
自
分
の
個
性
を
認
め
て
く
れ
て
、

挑
戦
し
た
い
こ
と
を
否
定
し
な
い
で
応
援
し

て
く
れ
ま
す
。

　

学
校
は
全
員
が
知
り
合
い
だ
し
、
男
女
の

仲
も
良
い
で
す
。
全
国
・
海
外
か
ら
生
徒
が

集
ま
っ
て
い
る
の
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
や

●
問
い
合
わ
せ
先　
　
　
　
　
　

　

企
画
課
☎
２
８−

１
９
７
２

隠
かげ

居
い

　大
だい

介
すけ

さん

9 広報安芸太田　令和５（2023）年　２月号
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隊員だより隊員だより 109

「地域おこし協力隊」
は、総務省の事業で都市部
など地域外の人材を過疎地
域の新たな担い手として受
け入れ、地域力の維持と強
化を図る取組みです。　　

●
大
谷
隊
員　
着
任
の
あ
い
さ
つ

大お
お

谷た
に

和か
ず

輝き

隊
員

　

１
月
よ
り
安
芸
太
田
町
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に

着
任
し
ま
し
た
大
谷
和
輝
と
申
し
ま
す
。

　

私
は
、
兵
庫
県
加
古
川
市
か
ら
来
ま
し
た
。
前
職

で
金
物
道
具
の
卸
会
社
に
勤
め
て
い
た
際
に
林
業
に

興
味
を
持
ち
、
安
芸
太
田
町
で
開
催
さ
れ
て
い
た
自

伐
型
林
業
研
修
に
参
加
し
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
に
応
募
し
移
住
を
決
意
し
ま
し
た
。

　

研
修
中
に
も
お
世
話
に
な
っ
た
“
ひ
ろ
し
ま
イ
ニ

シ
ア
テ
ィ
ブ
“
で
一
か
ら
学
び
、
３
年
間
を
通
し
て

自
伐
型
林
業
家
と
し
て
自
立
で
き
る
技
術
の
習
得
に

努
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
３
年
後
も
安
芸
太
田
町

で
の
定
住
を
希
望
し
て
い
ま
す
の
で
、
林
業
を
主
業

と
し
な
が
ら
も
、
農
業
や
観
光
、
地
域
資
源
を
利
用

し
た
仕
事
と
の
兼
業
ス
タ
イ
ル
の
構
築
に
向
け
て
、

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
ま
ず
は
地
域
を
よ
く
知
る
こ
と

が
ス
タ
ー
ト
だ
と
考
え
て
い
る
の
で
、
地
域
の
皆
さ

ん
と
の
交
流
や
地
域
行
事
な
ど
を
大
切
に
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

定
住
に
向
け
て
安
芸
太
田
町
に
馴
染
め
る
よ
う
頑

張
っ
て
い
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

安芸太田町のみなさまへ
●サービス提供エリアであっても、利用できない場合があります。
　エリアについては、下記までお問い合わせください。

（FTTHアクセスサービス） お申込み受付中!
【お申し込み・お問い合わせ】NTT西日本 IPコールセンター

【受付時間】 午前９時～午後５時  土曜・日曜・祝日も受付中（年末年始12/29～1/3を除きます。）
◎携帯電話・PHSからも通話できます。電話番号をお確かめのうえ、お間違えのないようお願いいたします。

「コラボ光」も利用可能です。
●「コラボ光」をお申し込みの際は、各光コラボレー
　ション事業者へお問い合わせください。
●各コラボレーション受付窓口でお困りごとがあった
　場合でもお気軽にお電話ください。

審査  21−94−1

広告

0120−116116

　
　

「
安
芸
太
田
し
わ
い
マ
ラ
ソ
ン
」

休
止
に
つ
い
て

　

安
芸
太
田
し
わ
い
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会
で
は
、
運

営
上
の
課
題
が
年
々
増
し
て
き
た
こ
と
を
受
け
、
今
後

の
開
催
に
つ
い
て
協
議
し
た
結
果
、
来
年
度
以
降
の
開

催
は
休
止
と
し
、
実
行
委
員
会
も
解
散
す
る
こ
と
を
決

定
し
ま
し
た
。

　

自
治
振
興
会
を
は
じ
め
、
地
域
の
皆
様
の
こ
れ
ま
で

の
ご
支
援
に
、
深
く
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

安
芸
太
田
し
わ
い
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会

　
　

物
品
売
払
情
報

　

令
和
５
年
度
の
筒
賀
交
流
の
森
木
工
陶
芸
館
の
解
体

予
定
に
伴
い
、
館
内
物
品
を
見
積
合
わ
せ
に
よ
り
売
払

い
ま
す
。

　

こ
の
見
積
合
わ
せ
に
参
加
さ
れ
た
い
方
は
、
耐
用
年

数
を
経
過
し
た
物
品
を
現
状
有
姿
の
ま
ま
引
き
渡
す
こ

と
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
現
地
確
認
期
間
中
に
現
地
確

認
を
申
し
込
み
、
現
物
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
他
見
積
合
わ
せ
の
手
続
き
に
つ
き
ま
し
て
は
、

安
芸
太
田
町
公
式
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〈
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
〉

　

現
地
確
認
期
間　

２
月
６
日
～
17
日

　

見
積
合
わ
せ
時
期　

３
月
上
旬

　

物
品
引
渡
時
期　

３
月
下
旬

●
問
い
合
わ
せ
先
／
産
業
観
光
課
☎︎
２
８－

１
９
６
１
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住　民　課

みんなの国民年金みんなの国民年金

問い合わせ先
●広島西年金事務所　☎082−535−1505　広島市西区商工センター2−6−1　NTTコムウェア広島ビル1階

●本庁住民課　☎28−2116　●加計支所　☎22−1111　●筒賀支所　☎32−2121

　国民年金は、年をとったとき、病気や事故で障害が残ったとき、家族の働き手が亡く
なったときに、働いている世代みんなで支えようという考えで作られた仕組みです。
　20歳以上60歳未満の人は加入することが義務付けられており、20歳になると日本年金
機構から国民年金加入のお知らせが届きます。

　国民年金は20歳から60歳までの人が加入し、保険料を納める制度です。国が責任
をもって運営するため安定していますし、年金の給付は生涯にわたって保障されま
す。
　国民年金は、年をとったときの老齢年金のほか、障害年金や遺族年金もあります。
障害年金は、病気や事故で障害が残ったときに受け取れます。
　また、遺族年金は加入者が死亡した場合、その加入者により生計を維持されてい
た遺族（「子のある配偶者」や「子」）が受け取れます。

　国民年金第１号被保険者および任意加入被保険者の１か月当たりの保険料は、
16,520円です（令和５年度）。
　定額保険料（16,520円）に月額400円の付加保険料を上乗せして納めると、将
来の老齢基礎年金に付加年金が加算され、年金額を多く受け取れます。

　保険料をまとめて前払い（前納）すると、割引が適用されるのでおトクです。

　口座振替を利用すると、金融機関等に行く手間と時間が省け、納め忘れも防ぐこ
とができます。さらに、「早割（当月未納付）」や「前納」で納めると、保険料が割
引されます。
※付加年金および前納は申出月からの開始となりますので、20歳到達月（20歳の誕
　生日の前日が含まれる月）からの納付を希望される場合は、20歳到達月中にお申
　し出ください。

　学生は、ご本人の所得が一定以下の場合、世帯主の所得にかかわらず保険料の納
付が猶予される制度です。対象となる学生は、学校教育法に規定する大学、大学院、
短期大学、高等学校、高等専門学校、専修学校および各種学校（修業年限１年以上
である課程）、一部の海外大学の日本分校に在籍する学生等です。
　本人、配偶者、世帯主それぞれの前年所得が一定額以下の場合や失業した場合な
ど、保険料を納めることが経済的に困難な場合に、保険料の納付が免除される制度
です。免除される額は、「全額」、「４分の３」、「半額」、「４分の１」の４種類です。
　学生でない50歳未満の人で、ご本人、配偶者それぞれの前年所得が一定額以下の
場合に、保険料が猶予される制度です。

●国民年金のポイント

将来の大きな支え
になります!

国民年金の保険料

付加年金制度

前納割引制度

口座振替・クレジ
ットカードでのお
支払い

学生納付特例制度

免除（全額免除・
一部免除）制度

納付猶予制度

老後のためだけの
ものではありませ
ん!

●国民年金保険料のお支払い

●「学生納付特例制度」と「免除・納付猶予制度」

20歳になったら国民年金



み
ん
な
で
築
こ
う

人
権
の
世
紀

～
考
え
よ
う　

相
手
の
気
持
ち

　
　

未
来
へ
つ
な
げ
よ
う　

違
い
を
認
め
合
う
心
～

●
問
い
合
わ
せ
先　
　
　
　
　
　
　

　

本
庁
住
民
課
☎
２
８−

２
１
１
６

　

加
計
支
所
☎
２
２−

１
１
１
１

　

筒
賀
支
所
☎
３
２−

２
１
２
１

　

12
月
17
日
、
川
・
森
・
文
化
・

交
流
セ
ン
タ
ー
で
人
権
フ
ェ
ス

タ
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
、
加
計
小

学
校
５
・
６
年
生
に
よ
る
マ
ー

チ
ン
グ
バ
ン
ド
の
演
奏
、
そ
の

後
、
ヴ
ィ
オ
ラ
奏
者
沖
田
孝
司

さ
ん
、
ピ
ア
ノ
奏
者
沖
田
千
春

さ
ん
に
よ
る
ト
ー
ク
＆
コ
ン
サ

ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。

　

ロ
ビ
ー
で
は
、
町
内
介
護
福

祉
事
業
所
に
よ
る
体
験
・
展
示

・
販
売
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
る
な

ど
、
約
１
５
０
名
の
参
加
が
あ

り
、
交
流
を
深
め
る
と
と
も
に

人
権
の
大
切
さ
を
改
め
て
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。　

　

お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
合

い
、
そ
の
意
識
が
生
活
に
浸
透

し
「
住
ん
で
い
て
よ
か
っ
た
」

「
人
権
が
尊
重
さ
れ
て
い
る
ま

ち
」
と
実
感
で
き
る
よ
う
、
今

後
も
人
権
教
育
・
啓
発
活
動
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

•

心
身
の
不
調
（
事
件
、
事
故
に
遭
っ
た
こ
と
に
よ
る
精
神
的

　

シ
ョ
ッ
ク
・
身
体
の
不
調
）

•

生
活
上
の
問
題
（
治
療
費
の
負
担
や
失
職
・
転
職
な
ど
に
よ

　

る
経
済
的
困
窮
）

•

周
囲
の
人
の
言
動
に
よ
る
傷
つ
き
（
安
易
な
励
ま
し
や
、
無

　

責
任
な
噂
話
、
マ
ス
コ
ミ
の
取
材
・
報
道
な
ど
）

•

加
害
者
か
ら
の
更
な
る
被
害
（
報
復
な
ど
の
危
害
に
対
す
る

　

不
安
や
恐
怖
な
ど
）

•

捜
査
、
裁
判
に
伴
う
負
担
（
捜
査
や
裁
判
の
過
程
に
お
け
る

　

精
神
的
・
時
間
的
な
負
担
）

　
被
害
に
遭
っ
た
直
後
の
多
く
の
方
は
、
気
持
ち
が
動
転
し
て

い
て
何
を
す
れ
ば
よ
い
の
か
判
断
で
き
な
い
状
態
に
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
と
き
、
信
頼
で
き
る
周
囲
の
人
の
支
え
が
、
大
き
な
助

け
に
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
そ
っ
と
し
て
お
い
て
ほ
し
い
方
も
お
ら
れ
ま
す
。

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
探
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

犯
罪
被
害
者
や
そ
の
家
族
は
、
犯

罪
そ
の
も
の
や
そ
の
後
の
後
遺
症
に

よ
っ
て
精
神
的
、
経
済
的
に
苦
し
ん

で
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
追
い
打

ち
を
か
け
る
よ
う
に
興
味
本
位
の
う

わ
さ
や
心
な
い
中
傷
な
ど
に
よ
り
、

名
誉
が
傷
つ
け
ら
れ
た
り
、
私
生
活

の
平
穏
が
脅
か
さ
れ
た
り
す
る
な
ど

の
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
対
策
と
し
て
、
犯
罪
被
害
者
等
の
た
め
の
施
策
を
総
合

的
か
つ
計
画
的
に
推
進
し
、
犯
罪
被
害
者
等
の
権
利
や
利
益
の

保
護
を
図
る
た
め
、
平
成
17
年
12
月
に
「
犯
罪
被
害
者
等
基
本

法
」
に
基
づ
く
「
犯
罪
被
害
者
等
基
本
計
画
」
が
作
ら
れ
（
平

成
28
年
４
月
第
３
次
基
本
計
画
策
定
）
、
毎
年
11
月
25
日
か
ら

12
月
１
日
ま
で
の
１
週
間
を
「
犯
罪
被
害
者
週
間
」
と
し
て
、

犯
罪
被
害
者
等
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
や
犯
罪
被
害
者
等
の
名

誉
ま
た
は
生
活
の
平
穏
へ
の
配
慮
の
重
要
性
等
に
つ
い
て
、
理

解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
活
動
が
展
開
さ
れ
て

い
ま
す
。

•

生
命
を
奪
わ
れ
る
（
家
族
を
奪
わ
れ
る
）

•

身
体
を
傷
つ
け
ら
れ
る　

•

お
金
や
物
な
ど
の
財
産
を
奪
わ
れ
る

広
島
県
犯
罪
被
害
者
等
支
援
総
合
窓
口

※
（
公
社
）
広
島
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
の
支
援
員
が
対
応
し
、

　

必
要
に
応
じ
て
、
関
係
機
関
・
団
体
の
紹
介
や
、
専
門
機
関

　

へ
の
付
添
等
を
行
い
ま
す
。

【
電
話
番
号
】
０
８
２

−

５
４
４

−

１
１
１
０

【
受
付
時
間
】
月
曜
日
か
ら
土
曜
日
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
日
祝
日
・
８
月
13
日
～
16
日
、
12
月
28
日
～
１
月
４
日
は
除
く
）

法
務
省
人
権
擁
護
局
の
設
置

2月

人権
カレンダー
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●
事
件
後
に
直
面
す
る
問
題
（
二
次
的
被
害
）

●
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

●
直
接
的
被
害
（
一
次
的
被
害
）

●
犯
罪
被
害
者
等
の
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

●
も
し
も
犯
罪
の
被
害
に
遭
っ
た
ら
相
談
し

　
ま
し
ょ
う　
～
一
人
で
悩
ま
な
い
で
～

令
和
４
年
度
人
権
フ
ェ
ス
タ

を
開
催
し
ま
し
た
！

●問い合わせ先／本庁住民課 ☎28−2116　加計支所 ☎22−1111　筒賀支所 ☎32−2121
●マイナンバーについてのお問い合わせ／マイナンバー総合フリーダイヤル 0120−95−0178



　まだマイナンバーカードを申請されてない方は、お早めにお願いします。　まだマイナンバーカードを申請されてない方は、お早めにお願いします。
　なお、本庁住民課および各支所では、カードの申請の際に必要な顔写真の撮影　なお、本庁住民課および各支所では、カードの申請の際に必要な顔写真の撮影
や申請サポートを行っていますので、ぜひご利用ください。や申請サポートを行っていますので、ぜひご利用ください。

●問い合わせ先／本庁住民課 ☎28−2116　加計支所 ☎22−1111　筒賀支所 ☎32−2121
●マイナンバーについてのお問い合わせ／マイナンバー総合フリーダイヤル 0120−95−0178

マイナポイントを受け取るためマイナポイントを受け取るため

にに必要なマイナンバーカードの必要なマイナンバーカードの

申請期限申請期限がが２２月月2828日までとなっています日までとなっています!!

マイナポイントを受け取るためマイナポイントを受け取るため

にに必要なマイナンバーカードの必要なマイナンバーカードの

申請期限申請期限がが２２月月2828日までとなっています日までとなっています!!
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消費生活ホットライン消費生活ホットライン

●申し込んでいないのに、宝くじや懸賞などに当選することはありません。大金が当選
　したというメールやＳＭＳが来てもうのみにせず、すぐに削除し相手には絶対に連絡
　しないようにしましょう。
●「当選金を受け取るため」などと言って事前にお金を請求されたら、詐欺です。後で
　元が取れるなどと思わず、絶対にお金を支払わないでください。支払ってしまうと、
　取り戻すことはほぼできません。
●周囲の人は、高齢者に変わった様子がないか日ごろから気を配りましょう。

ひとこと
助言

皆さんも
皆さんも

気をつけて!
気をつけて! 7億円当選！？7億円当選！？

心当たりのないメールは心当たりのないメールは無視!無視!

産業観光課（役場本庁東館１階）☎28−1961
mail : syouhi@akiota.jp

安芸太田町消費生活相談所

（県庁）☎082−223−6111広 島 県 生 活 セ ン タ ー

　スマホのＳＭＳに「７億円当選した」
という通知が届いた。
　受領するための手続きだと言われ、さ
まざまな名目の費用を請求され、これま
でに電子マネーで150万円ほど支払った
が、いつまで経っても当選金が振り込ま
れない。
　「コンビニの端末機で購入した電子マ
ネーの払込票が残っていると当選金が支
払えなくなる」と言われていたので、全
て捨ててしまった。姉から借金もした。
お金を取り返したい。

当選メールを

うのみに　　

　しないで…



　
植う
え
地じ　
頼ら
い
生ち

さ
ん

　
大お
お
江え　
夢ゆ
め
可か

さ
ん

　
川か
わ
中な
か　
綜そ
う
士し

さ
ん

　
栗く
り
栖す

宏こ
う
太た

郎ろ
う

さ
ん

　
黒く
ろ
島し
ま　
彩さ
や
楓か

さ
ん

　
児こ

玉だ
ま　
　
駿し
ゅ
ん
さ
ん

　
齋さ
い
藤と
う　
絵え

里り

さ
ん

　
菅す
げ
田た　
翔し
ょ
う
ま真

さ
ん

　
所と
こ
ろ　
　
春は

瑠る

さ
ん

　
𠮷よ
し
見み　
真や
ま
斗と

さ
ん

　
池い
け
田だ　
幸こ
う
泰た

さ
ん

　
川か
わ
中な
か　
柚ゆ
ず
季き

さ
ん

　

齋さ
い
藤と
う　
源げ
ん
太た

さ
ん

　
佐さ

さ々

木き

媛ひ
め
香か

さ
ん

　
二に

反た
ん
聡そ
う
太た

朗ろ
う

さ
ん

　
濱は
ま
田だ　
柚ゆ
ず
稀き

さ
ん

　
藤ふ
じ
谷た
に　
梨り

里り

さ
ん

　
矢や

立た
て　
　
陸り
く

さ
ん

　
山や
ま
門か
ど　
優ゆ

美み

さ
ん

　
山や
ま
根ね　
将そ
う
喜き

さ
ん

　
𠮷よ
し
見み　
海か
い
斗と

さ
ん

◎
戸
河
内
小
学
校

〈
３
年
生
〉

　

ポ
イ
す
て
は　

か
ん
き
ょ
う
こ
わ
す　

や
め
よ
う
ね

　

ポ
イ
す
て
で　

み
ん
な
が
こ
ま
る　

や
め
よ
う
ね

　

ポ
イ
す
て
は　

み
ん
な
が
こ
ま
る
よ　

す
て
な
い
で

　

ニ
ュ
ー
ス
見
た　

大
人
が
す
て
て　

子
が
拾
う

　

ポ
イ
捨
て
は　

川
が
に
ご
る
よ　

や
め
よ
う
ね

　

ゴ
ミ
が
見
た
い
わ
け
じ
ゃ
な
い

き
れ
い
な
海
を
見
た
い

　

ポ
イ
す
て
は　

や
っ
ち
ゃ
だ
め
だ
よ　

す
ぐ
や
め
て

　

ゴ
ミ
だ
ら
け　

き
た
な
く
な
る
よ　

す
て
な
い
で

　

熱
中
症　

水
分
ほ
き
ゅ
う
を　

し
っ
か
り
と

　

と
り
も
ど
そ
う　

き
れ
い
な
海
に　

し
な
く
ち
ゃ
ね

〈
６
年
生
〉

　

ご
み
拾
い　

地
球
を
守
る　

第
一
歩

　

約
五
十
年　

石
油
の
寿
命　

す
ぐ
そ
こ
に

　

こ
の
自
然　

あ
な
た
の
力
で　

環
境
が
変
わ
る

　

自
然
に
ご
み
を
す
て
な
い
で

　

節
電
は　

地
球
を
守
る　

ヒ
ー
ロ
ー
だ

　

ゴ
ミ
箱
へ　

ち
ょ
っ
と
の
工
夫
で

　
　
　
　
　
　
　

笑
顔
が
浮
か
ぶ　

あ
り
が
と
う

　

ま
あ
い
い
や　

小
さ
な
思
い
で　

汚
れ
る
地
球

　

そ
の
ゴ
ミ
は　

や
が
て
海
へ
と　

流
れ
つ
く

　

ポ
イ
捨
て
で　

魚
の
命　

う
ば
う
か
も

　

ゴ
ミ
す
て
る　

す
て
る
あ
な
た
を　

見
て
い
る
よ

　

や
め
よ
う
よ　

ご
み
の
ポ
イ
捨
て　

減
ら
そ
う
よ

安芸太田町公衆衛生推進協議会からのお知らせ
　
安
芸
太
田
町
公
衆
衛
生
推
進
協
議
会
の
推
進
委
員
は
、
各
地

区
か
ら
選
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
推
進
委
員
を
中
心
に
、
町
民
の
「
環
境
」
と
「
健
康
」
を
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
守
る
た
め
に
組
織
さ
れ
て
お
り
、
地
域
社
会
の

健
全
化
を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
公
衆
衛
生
推
進
協
議
会
の
事
業
は
、
皆
さ
ん
か
ら
の
環
境
健
康
募
金
、
会
費
、
町
補
助

金
な
ど
を
財
源
と
し
て
活
動
し
て
お
り
、
令
和
４
年
度
は
、
募
金
６
６
８
，
１
０
０
円
、

会
費
４
５
０
，
６
０
０
円
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
今
後
と
も
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
今
回
の
環
境
啓
発
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、
戸
河
内
小
学
校
３
年
生
の
児こ

玉だ
ま　

駿し
ゅ
ん　

さ
ん
が
、
10
月
に
行
わ
れ
た
広
島
県
環
境
保
健
協
会
主
催
の
審
査
会
に
お
い
て
、
奨

励
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
公
衆
衛
生
推
進
協
議
会
で
は
、
戸
河
内
小
学
校
を
訪
問
し
、
授
賞
式
を
行
い
ま

し
た
。
奨
励
賞
の
受
賞
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
奨
励
賞
の
受
賞
作
品
と
、
町
で
行
っ
た
第
一
次
審
査
会
に
お
い
て
最
も
評

価
の
高
か
っ
た
、
筒
賀
小
学
校
６
年
生
の
木き

の

下し
た

愛め
ぐ

夢み

さ
ん
の
作
品
で
幟
を
作
成
し
、

環
境
保
全
啓
発
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

　
公
衛
協
で
は
、
毎
年
、
町
内
の
児
童
の
皆
さ
ん
に
環
境
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
に

な
れ
ば
と
「
環
境
啓
発
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
作
品
テ
ー
マ
の
「
私
た
ち
が
す
む
地
球
を
守
ろ
う
」
に
沿
っ
た
、
子
ど
も
ら
し
い
表
現
、

学
校
や
地
域
で
学
ん
だ
内
容
の
計
78
点
の
作
品
が
集
ま
り
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
今
月
は
戸
河
内
小
学
校
の
児
童
の
皆
さ
ん
の
作
品
で
す
。

環
境
啓
発
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
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○
戸
河
内
小
学
校　
３
年
生　

児こ

玉だ
ま　
駿し
ゅ
んさ

ん

　

「
ゴ
ミ
が
見
た
い
わ
け
じ
ゃ
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
れ
い
な
海
を
見
た
い
」

○
筒
賀
小
学
校　
６
年
生　

木き
の
下し
た　
愛め
ぐ
夢み

さ
ん

　

「
省
エ
ネ
で　

み
ん
な
に
届
く　

エ
ネ
ル
ギ
ー
」



　
淺あ
さ
田だ

慎し
ん
太た

郎ろ
う

さ
ん

　
伊い

田だ　
光あ

希き

さ
ん

　
小お

田だ　
彩あ
や
楓か

さ
ん

　
小お

田だ　
希き

咲さ
ら

さ
ん

　
川か
わ
野の　
唯ゆ
い
香か

さ
ん

　
久く

保ぼ

陽ひ

奈な

子こ

さ
ん

　
栗く
り
栖す　
一か
ず
翔と

さ
ん

　
栗く
り
栖す　
　
陽ひ
な
た
さ
ん

　
河こ
う
内ち　
莉り

菜な

さ
ん

　
小こ

坂さ
か　
美み

結ゆ

さ
ん

　
佐さ

さ々

木き　
幸こ
う

さ
ん

　
佐さ
さ々

木き

虎こ

太た

郎ろ
う

さ
ん

　
佐さ

さ々

木き

菜な

愛な

さ
ん

　
佐さ
さ々

木き

里り

緒お

那な
さ
ん

　
佐さ

藤と
う　
柊し
ゅ
う
ま馬
さ
ん

　
志し

水み
ず　
楓ふ
う
芽が

さ
ん

　
土ど

橋ば
し　
唯ゆ
い
夏な

さ
ん

　
中な
か
江え　
彩い
ろ
葉は

さ
ん

　
福ふ
く
田だ　
隼は
や
大と

さ
ん

　
本ほ
ん
田だ

り
お
ん
さ
ん

　
村む
ら
竹た
け　
真ま

帆ほ

さ
ん

◎
加
計
小
学
校
〈
３
年
生
〉

　

の
こ
ら
ず
に　

か
な
ら
ず
や
ろ
う　

リ
サ
イ
ク
ル

　

ポ
イ
す
て
は　

ち
き
ゅ
う
を
よ
ご
す　

ゴ
ミ
に
な
る

　

ポ
イ
す
て　

ぜ
っ
た
い
に
ダ
メ　

ま
も
ろ
う

　

小
さ
な
い
の
ち
大
切
に

　

道
路
に
は　

ゴ
ミ
を
す
て
な
い　

気
を
つ
け
よ
う

　

し
ょ
う
み
き
げ
ん

き
れ
る
ま
え
に
食
べ
よ
う

食
品
ロ
ス

　

ぜ
つ
め
つ
き
ぐ
し
ゅ
の
い
の
ち
を
ま
も
ろ
う

　

う
み
に
ゴ
ミ　

す
て
た
ら
い
け
な
い　

き
た
な
い
よ

　

ポ
イ
す
て　

や
め
よ
う　

ぜ
っ
た
い
に

　

動
物
の　

す
み
か
を
あ
ら
す
な　

い
け
な
い
よ

　

ぽ
い
す
て
は　

で
き
る
だ
け
な
い
よ
う
に　

が
ん
ば
ろ
う

　

ゴ
ミ
を
す
て
た
ら

ち
き
ゅ
う
を
よ
ご
す

だ
め
だ
よ
な

　

動
物
や　

し
ぜ
ん
を
ま
も
ろ
う　

ぜ
っ
た
い
に

　

ポ
イ
す
て
ぜ
っ
た
い
に
だ
め
や
め
よ
う

　

小
さ
な
こ
と
が　

み
ら
い
に
つ
な
が
る

　

ポ
イ
す
て
は　

い
の
ち
を
た
く
さ
ん　

う
ば
っ
て
る

　

み
ん
な
で　

し
よ
う　

ゴ
ミ
ひ
ろ
い

　

川
に
は　

も
の
を　

す
て
な
い
で

　

川
に
ゴ
ミ　

す
て
た
ら
一
面　

ゴ
ミ
の
川

　

川
へ
の　

ポ
イ
す
て　

や
め
よ
う

　

川
に
ゴ
ミ
を
す
て
た
ら
魚
が
き
け
ん

●問い合わせ先／各地域の公衆衛生推進委員、または事務局へお問い合わせください。　　　
【事務局】本庁住民課 ☎28−2116　加計支所 ☎22−1111　筒賀支所 ☎32−2121
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前
月
号
に
掲
載
し
て
お
り
ま
し
た
、
環
境
啓
発
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
の
加
計

小
学
校
３
年
生
の
作
品
に
、
一
部
未
掲
載
の
作
品
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
訂
正

し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。
大
変
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
前
月
号
で
紹
介
済
み
の
作
品
と
合
わ
せ
ま
し
て
、
再
度
ご
紹
介
し
ま
す
。

　　
健康づくり推進講演会開催のお知らせ

2月22日（水）14:00〜（1時間程度）

川・森・文化・交流センター　やまびこホール
演題／がん検診と生活習慣病健診について
講師／公益財団法人広島県地域保健医療推進機構　保健師　山

やま

本
もと

　嶺
れい

花
か

氏
　町公衆衛生推進協議会では、町民の皆さんの「健康づくりへの意識の向上」と「健康診査の重要性」
の啓発を目的に、講演会を開催します。皆さん、お誘い合わせの上、ぜひご参加ください。

場　所

日　時

講演会

お
詫
び



ひろしま
環境の日

広島県では、毎月第一土曜日を「ひろしま環境の日」と定めています。まずは、
できることから!! みんなでエコな活動を率先して実践していきましょう。

やってみよう省エネ生活！
～電化製品は主電源を切り、待機電力を減らそう～

3月4日（土）
のテーマは

海ごみ海ごみ（（海岸漂着物等） を
海岸漂着物等） をなくそうなくそう!!

　海の沿岸部でも清掃活動など、海ごみ対
策に取り組まれていますが、内陸部の安芸
太田町にも深く関係があります。
　海ごみ問題に関心を持ち、海ごみ清掃活
動への参加や河川内への不法投棄防止を行
うことなどで、海ごみ削減に取り組んでい
きましょう。
　また、広島県では、『～みんなで守ろう、
ミライへ。美しく恵み豊かな瀬戸内海を～
2050 輝く GREEN SEA 瀬戸内ひろしま宣
言』を行うとともに、宣言の実現に向けて
の必要な取組を検討・展開するため、企業
・団体等を参画メンバーとする『GREEN
SEA 瀬戸内ひろしま・プラットフォーム』
【GSHIP】（https://gship.jp）を設立して
います。

漂流ごみ

海を漂うごみで、海鳥や魚などが体内に取り

込んだりする問題があります。

漂着ごみ

海底ごみ

主に河川から流入したごみが海の流れや風に

よって海岸にたどり着いたもので、景観を損

なうことの他、再度海に流れ出して広域に拡

散したりする問題があります。

海に流出したごみが海底に沈み、堆積したも

ので、海環境の悪化と考えられ、漁業被害を

与えるなどの問題があります。

●問い合わせ先／住民課 ☎28−2116
海ごみ海ごみ（（海岸漂着物等） を

海岸漂着物等） をなくそうなくそう!!

　海（海岸）には、プラスチック、ビニール袋、空か
んや流木など、多くのごみが流れ着きます。その中に
は、河川を通じて海へ流れ着くものが多く含まれてい
ます。
　海ごみは、漂流中にさまざまな生物や汚れが付着す
るため、リサイクルにも適さず、時間とともに劣化し
破片になり、元は大きな一つのごみが、破片化して多
くのごみになります。小さくなればなるほど、回収も
難しくなり、生き物がエサと間違えて誤飲する可能性
も高くなると言われています。近年では、プラスチッ
ク製品が微小（５㎜以下）したマイクロプラスチック
による環境への悪影響なども懸念されており、海ごみ
は社会問題の一つとなっています。
　海ごみには、右のとおり「漂流ごみ」、「漂着ごみ」、
「海底ごみ」といったものがあり、それぞれに特徴が
あります。

～みんなで守ろう、ミライヘ。　
　美しく恵み豊かな瀬戸内海を～
2050 輝く GREEN SEA 瀬戸内ひろしま宣言

瀬戸内海に流れ出るプラスチックごみを2050年
までに０にすることが、広島県の目標

年間で4,500トン。そのうち回収できているのは
たったの1,400トンです。

陸から
3,000トン

海から
1,500トン

2050年までに

0へ
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ご
み
の
再
資
源
化
・
削
減
に
取
組
み
ま
し
ょ
う

『
電
池
を
使
用
す
る
電
化
製
品
』

　
　
　
　
　
　
を
出
さ
れ
る
際
の
お
願
い

　

電
池
を
使
用
す
る
電
化
製
品
を
出
さ
れ
る

際
は
、
中
の
電
池
を
外
し
、
電
池
は
中
身
の

見
え
る
小
袋
等
に
入
れ
て
「
燃
え
な
い
ご
み

②
（
小
型
電
化
製
品
及
び
有
害
物
）」、
電
化

製
品
は
「
燃
え
な
い
ご
み
②
（
小
型
電
化
製

品
及
び
有
害
物
）」
ま
た
は
「
粗
大
ご
み
」
で

出
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

電
池
（
特
に
ボ
タ
ン
形
状
の
電
池
）
が
、

金
属
類
に
混
入
し
て
い
る
こ
と
が
多
く
見
受

け
ら
れ
ま
す
。

　

電
池
は
発
火
す
る
危
険
性
も
あ
る
た
め
、

他
の
分
別
区
分
へ
の
混
入
は
避
け
て
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
特
に
ボ
タ
ン
電
池

は
発
火
の
危
険
性
が
高
く
、
両
面
に
テ
ー
プ

を
貼
る
な
ど
の
絶
縁
対
策
を
し
て
出
し
て
い

た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
　

衛
生
対
策
室　

☎
２
３−

１
１
２
０　

住　

民　

課　

☎︎
２
８−

２
１
１
６

　
　

加
計
支
所　

☎
２
２−

１
１
１
１　

筒
賀
支
所　

☎
３
２−

２
１
２
１

電
池
を
「
金
属
類
（
か
な
も
の
）」

に
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
！

ご
み
の
分
別
に

ご
み
の
分
別
に

　

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

電化製品
（ラジオ、リモコン、

懐中電灯など）　

電池

本体

燃えないごみ②
（小型電化製品及び有害物）
※中身の見える小袋で

燃えないごみ②
（小型電化製品及び有害物）
または 粗大ごみ

外す
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安
芸
太
田
町
二
十
歳
を
祝
う
会
が
、
１
月
８
日
、
川
・
森
・
文
化
・
交
流
セ
ン
タ
ー
や
ま
び
こ
ホ
ー
ル
で

挙
行
さ
れ
、
二
十
歳
を
迎
え
ら
れ
た
41
人
の
う
ち
、
30
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

記
念
式
典
で
は
、
小お

田だ

愛あ
い

芽か

さ
ん
が
代
表
し
て
誓
い
の
言
葉
を
行
い
ま
し
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
「
恩
師
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
で
恩
師
の
皆
さ
ん
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
送
ら
れ
る

と
町
内
で
過
ご
し
た
学
校
時
代
を
懐
か
し
む
様
子
が
伺
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
日
二
十
歳
を
祝
う
会
に
出
席
さ
れ
た
皆
さ
ん
か
ら
、
「
二
十
歳
を
迎
え
た
今
の
気
持
ち
」
と

「
安
芸
太
田
町
へ
の
思
い
」
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
紹
介
し
ま
す
。

「安芸太田町への思い」

「二十歳を迎えた今の気持ち」

•

こ
れ
ま
で
関
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
方
へ

　

の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
こ
れ
か

　

ら
の
生
活
を
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

•

両
親
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、

　

立
派
に
生
き
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

•

ゆ
る
ゆ
る
と
頑
張
っ
て
生
き
て
い
き
ま

　

す
。

•

二
十
歳
ま
で
大
切
に
育
て
て
く
れ
た
親

　

に
感
謝
し
、
恩
返
し
で
き
る
大
人
に
な

　

れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

•

少
し
ず
つ
で
い
い
か
ら
恩
返
し
で
き
る

　

よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

•

一
人
の
人
間
と
し
て
も
っ
と
成
長
す
る
。

•

あ
ま
り
実
感
が
な
い
。
感
謝
で
す
。

•

楽
し
く
生
き
ま
す
。

•

感
謝
、
恩
を
忘
れ
ず
に
。

•

責
任
を
持
っ
て
行
動
す
る
。

•

感
謝
と
恩
返
し
を
忘
れ
ず
に
こ
れ
か
ら

　

も
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

•

今
ま
で
支
え
て
く
だ
さ
り
あ
り
が
と
う

　

ご
ざ
い
ま
し
た
。
い
つ
か
恩
返
し
し
た

　

い
で
す
。

•

あ
ま
り
実
感
は
な
い
け
ど
、
大
人
に
な

　

っ
た
気
分
。
安
芸
太
田
町
が
好
き
な
の

　

で
た
く
さ
ん
貢
献
し
た
い
で
す
。

•
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
自
分
も
頑
張
り

　

ま
す
。

•

正
直
、
実
感
が
な
く
、
フ
ワ
フ
ワ
し
た

　

気
持
ち
で
す
が
、
何
事
も
な
く
二
十
歳

　

を
祝
う
会
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
て
安

　

心
し
て
い
ま
す
。
安
芸
太
田
町
で
育
っ

　

た
こ
と
、
本
当
に
誇
り
で
す
。

•

二
十
歳
の
実
感
が
な
い
で
す
。
い
っ
ぱ

　

い
育
ち
ま
し
た
。
恩
返
し
頑
張
り
ま
す
。

　

安
芸
太
田
町
大
好
き
で
す
。

•

素
敵
な
町
に
生
ま
れ
て
、
無
事
二
十
歳

　

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ

　

か
ら
も
感
謝
を
忘
れ
ず
に
頑
張
っ
て
い

　

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

•

二
十
歳
を
迎
え
ら
れ
て
、
と
て
も
、
嬉

　

し
い
で
す
。
ず
っ
と
住
ん
で
た
所
に
ま

　

た
戻
っ
て
こ
れ
て
よ
か
っ
た
で
す
。

•

山
県
郡
の
中
で
一
番
素
晴
ら
し
い
町
で

　

二
十
歳
を
迎
え
ら
れ
て
嬉
し
い
。

•

支
え
て
も
ら
っ
た
皆
さ
ん
に
感
謝
を
忘

　

れ
ず
、
こ
れ
か
ら
も
精
一
杯
頑
張
っ
て

　

い
き
ま
す
。
安
芸
太
田
町
は
大
切
な
ふ

　

る
さ
と
で
す
！

•

た
く
さ
ん
の
自
然
に
囲
ま
れ
て
無
事
二

　

十
歳
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
た

　

ま
に
は
帰
っ
て
だ
ん
ご
食
べ
ま
す
。

•

お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
今
ま
で
大
切
に
育

　

て
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
安
芸
太
田

　

町
大
好
き
で
す
！
素
敵
な
大
人
に
な
り

　

ま
す
。

•

安
芸
太
田
町
で
二
十
歳
を
祝
う
会
が
で

　

き
て
よ
か
っ
た
。

•

今
日
ま
で
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
に

　

感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
た

　

く
さ
ん
の
思
い
出
が
詰
ま
っ
た
安
芸
太

　

田
町
で
成
人
式
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、

　

大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
今
は
ま
だ
学

　

生
で
す
が
、
立
派
な
大
人
に
な
れ
る
よ

　

う
頑
張
り
ま
す
。

•

嬉
し
い
で
す
。
す
て
き
な
町
で
す
。

「
令
和
５
年
安
芸
太
田
町
二
十
歳
を
祝
う
会
」
開
催

「
令
和
５
年
安
芸
太
田
町
二
十
歳
を
祝
う
会
」
開
催
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　各学校からのお知らせや子ども達の様子を

「学校だより」として掲載しています。

　今月は、筒賀小と安芸太田中からの「学校

だより」です。

学校だより学校だより学校だより学校だより

　安芸太田中学校生徒会では、よりよい安芸太田中学校づくりに貢

献した生徒にマイスターの認定を行っています。安芸太田中学校の

生徒と教職員全員からアンケートをとり、次の５人がマイスターに

認定されました。マイスターに認定された５人には、生徒会長から

マイスター認定の襟章が授与されました。

　自主学習マイスター　　　　　　小
お

笠
がさ

原
わら

桜
おう

音
ね

　エンターテイメントマイスター　松
まつ

浦
うら

　太
たい

陽
よう

　リーダーシップマイスター　　　栗
くり

栖
す

　　凛
りん

　掃除マイスター　　　　　　　　多
た

賀
が

　悠
ゆう

人
と

　アシストマイスター　　　　　　甲
か

斐
い

優
ゆ

明
あ

奈
な

★★伝える力 ・聞く力 ：全校の場を通して★★

★★特色ある活動 ：達人に学ぶ★★

安芸太田中学校に貢献した５人のマイスター

　「感じる・考える・実行する」をキーワードに、全校児童が集まる場

においても「伝える・聞く力」の育成に取り組んでいます。

　月１回の生活目標の振り返り、学級発表、自己アピールの場等を通し

て、聞き手に伝わるスキルの向上と話し手を支える聞き手の雰囲気づく

りにも力を入れています。

　本校の特色の１つに「体験活動」があります。経験豊かな達人にその道の素晴らしさを教えていただき、

子ども達自らも体験する活動です。１・２学期は、水泳教室、合唱教室、そして３学期は「けん玉教室：

校内検定」、「スキー教室：恐羅漢スノーパーク」、「陶芸教室：６年生対象」を予定しています。

　貴重な体験をこれからの学校生活につなげていきます。

筒賀小より

安芸太田中より
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②上記①のサービスと併せて、ケアプランに基づい
　た次のいずれかの福祉系サービスを利用している 
　●（介護予防）訪問介護（生活援助が中心である場合は除く）

　●夜間対応型訪問介護 
　●（介護予防）訪問入浴介護、（介護予防）通所介護
　●（介護予防）認知症対応型通所介護
　●（介護予防）短期入所生活介護　
　●（介護予防）小規模多機能型居宅介護

介護保険を利用して支払った費用の介護保険を利用して支払った費用の

一部は医療費控除の対象になります！一部は医療費控除の対象になります！

介護保険を利用して支払った費用の介護保険を利用して支払った費用の

一部は医療費控除の対象になります！一部は医療費控除の対象になります！

　介護保険のサービスを受けられたとき、一部介護サービスが確定申告の医療費控除の対象となります。

◆在宅サービスを利用している方  

◆施設サービスを利用している方  

①次のいずれかの医療系サービスを利用している 

　●訪問看護（介護予防）訪問看護
　●（介護予防）訪問リハビリテーション
　●（介護予防）居宅療養管理指導
　●（介護予防）通所リハビリテーション
　●（介護予防）短期入所療養介護
　●看護・小規模多機能型居宅介護〈上記の居宅サービスを含む組合せにより
　 　提供されるもの（生活援助中心型の訪問介護の部分を除きます。）に限ります。〉

①特別養護老人ホームに入所している。

　（例：寿光園・戸河内松信園 など）

「１割または２割、３割の自己負担と
部屋代および食費」を合計した金額の
1/2が医療費控除の対象です。

「１割または２割、３割の自己負担と
部屋代および食費」を合計した金額が
医療費控除の対象です。

②介護老人保健施設または介護療養型医療施

　設に入所している。

　（例:介護老人保健施設ひこばえ など）

医療費控除の

対象になりま

せん。

医療費控除の対象となるのは、次のとおりです。

◆①で利用しているサービスの「１割または２割、３割の自己負担」
◆（介護予防）短期入所療養介護の利用による「滞在費・食費」
◆（介護予防）通所リハビリの利用による「食費」
◆②で利用しているサービスの「１割の自己負担」

医療費控除の対象となるのは、
次のとおりです。

◆①で利用しているサービスの
　「１割または２割、３割の自
　己負担」
◆（介護予防）短期入所療養介護
　の利用による「滞在費・食費」
◆（介護予防）通所リハビリの利
　用による「食費」

は　い

は　い

はい

はい

いいえ

●問い合わせ先／税務課 ☎28−2114または健康福祉課 ☎25−0250

いいえ
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「おむつ使用証明書に代わる確認」「おむつ使用証明書に代わる確認」

と 「障害者控除認定」 についてと 「障害者控除認定」 について

「おむつ使用証明書に代わる確認」「おむつ使用証明書に代わる確認」

と 「障害者控除認定」 についてと 「障害者控除認定」 について
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介護保険係

から

　
65
歳
以
上
の
寝
た
き
り
や
認
知
症
の

高
齢
者
の
方
な
ど
の
お
む
つ
代
は
、
医

師
か
ら
「
お
む
つ
使
用
証
明
書
」
の
発

行
を
受
け
た
場
合
に
医
療
費
控
除
の
対

象
と
な
り
ま
す
が
、
直
近
の
申
告
で
お

む
つ
代
の
医
療
費
控
除
を
受
け
、
現
在
、

介
護
保
険
の
認
定
を
受
け
て
お
ら
れ
る

方
で
、
一
定
の
要
件
を
満
た
し
た
場
合

は
、
町
が
発
行
す
る
確
認
書
を
、
医
師

の
「
お
む
つ
使
用
証
明
書
」
に
代
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

〈
注
〉
初
め
て
手
続
き
を
さ
れ
る
場
合

　
　
　
は
、
医
師
に
よ
る
証
明
が
必
要

　
　
　
で
す
。

　
介
護
保
険
の
要
介
護
（
支
援
）
認
定

を
受
け
ら
れ
て
い
る
65
歳
以
上
の
寝
た

き
り
や
認
知
症
の
高
齢
者
の
方
な
ど
、

介
護
認
定
の
際
の
資
料
を
も
と
に
、
障

が
い
の
程
度
が
身
体
障
が
い
者
ま
た
は

知
的
障
が
い
者
に
準
ず
る
者
と
し
て
町

お
む
つ
使
用
証
明
書
に

　
　
　
　
　

代
わ
る
確
認 

～
確
定
申
告
の
前
に
必
要
な
人
は
手
続
き
を
～

よ
り
認
定
を
受
け
た
場
合
は
、
障
害
者

手
帳
な
ど
が
な
く
て
も
認
定
書
を
提
示

す
る
こ
と
に
よ
り
障
が
い
者
控
除
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

◎
「
お
む
つ
使
用
証
明
書
に
代
わ
る
確

　
認
」
と
「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定

　
書
」
の
交
付
に
つ
い
て
は
、
申
請
が

　
必
要
と
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
福
祉
課　

介
護
保
険
係

☎
２
５−

０
２
５
０

障
害
者
控
除
認
定 

　
介
護
保
険
の
要
介
護
（
支
援
）
認
定
を
受
け
て
お
ら
れ
る
方
で
、
確
定

申
告
の
医
療
費
控
除
と
障
が
い
者
控
除
に
必
要
な
「
お
む
つ
使
用
証
明
書

に
代
わ
る
確
認
」
と
「
障
害
者
控
除
認
定
」
を
受
け
る
た
め
の
申
請
を
受

け
付
け
ま
す
。

　　

地域包括ケアシステム講演会のご案内

3月11日（土）10:30〜12:00
戸河内ふれあいセンター　メイプルホール
◦モデル地区の取組報告
◦講　演
　　テーマ／「モデル地区の取組から広がる地域包括ケアシステム」
　　講　師／ローカリズム・ラボ代表　井

い

岡
おか

　仁
ひと

志
し

氏

　安芸太田町地域包括ケアシステム推進委員会では、「地域共生社会の実現」という視点から捉えた地
域包括ケアシステムを次世代につなげていくための研鑽と取組を行っています。
　令和４年度は住民主体の活動推進モデル地区として戸河内土居地区を選定し、住民主体の地域づくり
を地域包括ケアシステムの構築へと広げていける仕組みを継続中です。
　当日は、土居地区の方からも、住民自ら考え、話し合い、行動を展開されている軌跡を報告されます。
　町民の皆さんと共有し、今、住んでいる地区にさらに住み続けたくなるポイントをつかみませんか。

場　所

日　時

内　容

●問い合わせ先／健康福祉課　介護保険係　☎25−0250



加
計
・
穂
坪
の
通
い
の
場

加
計
・
穂
坪
の
通
い
の
場
「
元
気
づ
く
り
の
会
」

「
元
気
づ
く
り
の
会
」
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加
計
・
穂
坪
の
通
い
の
場
「
元
気
づ

く
り
の
会
」
が
発
足
か
ら
５
周
年
を
迎

え
ま
し
た
。
令
和
４
年
末
現
在
安
芸
太

田
町
内
で
最
も
長
く
続
い
て
い
る
通
い

の
場
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
「
元
気
づ
く
り
の
会
」
の
皆

さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

　

立
ち
上
げ
当
初
か
ら
参
加
さ
れ
て
い
る

お
世
話
人
の
栗
栖
さ
ん
に
伺
い
ま
し
た
。

　

お
世
話
を
し
て
い
る
と
い
う
気
持

ち
は
な
い
が
、
皆
さ
ん
が
自
分
の
健

康
を
維
持
し
よ
う
と
い
う
気
持
ち
を

持
っ
て
参
加
し
て
く
れ
て
い
る
の
で

あ
り
が
た
い
。

　

５
年
間
で
２
２
７
回
実
施
し
た
。

一
番
多
い
参
加
者
で
２
０
９
回
参
加

し
て
お
り
、
平
均
し
て
も
一
人
１
９

０
回
参
加
し
て
い
る
。

　

５
年
過
ぎ
た
が
、
ま
た
次
の
５
年

を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。

Ｑ
通
い
の
場
を
続
け
て
み
て
ど
う
で
す
か
？

◦
皆
健
康
志
向
が
高
い
。

◦
集
う
と
こ
ろ
が
あ
り
、
お
話
が
で
き
て
、
毎

　

回
楽
し
み
に
し
て
い
る
。

◦
お
世
話
し
て
く
れ
る
人
が
居
る
か
ら
続
け
ら

　

れ
て
い
る
。

◦
世
間
話
も
自
然
に
で
き
て
雑
談
の
中
で
教
え

　

て
も
ら
っ
た
り
教
え
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
。

◦
老
化
は
進
ん
で
い
る
が
元
気
に
な
っ
た
よ
う

　

な
気
が
す
る
。

◦
体
操
を
続
け
る
こ
と
に
よ
り
、
身
体
が
動
き

　

や
す
く
な
っ
て
い
る
。

◦
家
で
は
横
着
に
な
っ
て
身
体
を
動
か
さ
な
い

　

の
で
、
運
動
す
る
機
会
と
し
て
と
て
も
い
い
。

　

皆
さ
ん
が
通
い
の
場
を
体
操
す
る
場
と

し
て
は
も
ち
ろ
ん
、
近
所
の
人
と
集
っ
て

お
話
が
で
き
る
場
と
し
て
楽
し
み
に
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。　
　

　

介
護
予
防
に
は
運
動
と
社
会
参
加
の
両

方
が
不
可
欠
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
町
内
に
36
か
所
の
通
い
の
場
が
立

ち
上
が
っ
て
い
ま
す
。
「
自
分
の
地
域
で

も
通
い
の
場
を
や
っ
て
み
た
い
」
「
ど
ん

な
体
操
か
知
り
た
い
」
な
ど
、
ど
ん
な
こ

と
で
も
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ
!!

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

●
通
い
の
場
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は

　
安
芸
太
田
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
　
☎
２
２

－

２
０
３
１

これからもどうぞお元気に通いの場を続けてください!
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第
４
回
安
芸
太
田
町
ら
し
い

教
育
の
あ
り
方
懇
話
会
開
催

　
　
筒
賀
拠
点
整
備
計
画　
　
　

第
２
回
意
見
交
換
会
の
開
催

　

筒
賀
地
区
に
お
け
る
拠
点
整
備
基
本
計
画

を
取
り
ま
と
め
る
た
め
、
今
年
度
５
回
の
策

定
委
員
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
ま
で
策
定
委
員
会
で
検
討
し
て
き
た
拠

点
整
備
計
画
の
報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

ご
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
広

く
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を
今

回
も
お
伺
い
し
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
ご

参
加
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
ご
案
内
い
た

し
ま
す
。

◆
日
時
／
2
月
26
日
㈰ 

14
時
〜

◆
場
所
／
筒
賀
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

◆
日
時
／
2
月
10
日
㈮ 

18
時
〜

◆
場
所
／
安
芸
太
田
町
役
場
本
庁

　
　
　
　
東
館
２
階
　
大
集
会
室

◎
第
４
回
は
、
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

　

カ
タ
リ
バ　

デ
ィ
レ
ク
タ
ー

　

菅か
ん

野の

裕ゆ
う

太た

先
生
に
提
言
い
た
だ
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課

☎
２
８−

２
１
１
１

ダウンロード
はこちら！

アンドロイド

山県警察署
☎22−0110

　

３
月
上
旬
か
ら
広
島
県
警
察
令
和
５
年
度
第
１
回

警
察
官
採
用
試
験
の
受
験
受
付
が
始
ま
り
ま
す
。

　

広
島
県
警
察
の
試
験
で
、
警
視
庁
や
大
阪
府
警
察

な
ど
に
併
願
で
き
る
共
同
試
験
と
い
う
制
度
も
あ
り

ま
す
。
少
し
で
も
警
察
官
に
興
味
が
あ
る
方
は
、
挑

戦
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
不
明
点
が
あ
る
方
、
現
役
の
警
察
官
か
ら

話
が
聞
き
た
い
方
は
、
気
軽
に
山
県
警
察
署
ま
で
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

事
件
・
事
故
の
被
害
者
や
遺
族
は
、
被
害
後
に
精
神
的
に
苦
し
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　

被
害
者
支
援
と
は
、
被
害
者
や
遺
族
に
寄
り
添
い
、
精
神
的
負
担
な
ど
の
二

次
的
被
害
を
少
し
で
も
軽
く
し
よ
う
、
と
い
う
取
り
組
み
で
す
。

　

事
件
・
事
故
に
よ
る
精
神
的
な
負
担
を
感
じ
た
時
は
、
一
人
で
悩
ま
ず
、
警

察
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

警
察
に
相
談
し
に
く
い
方
は
、
広
島
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
と
い
う
民
間
団

体
が
あ
る
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
（
☎︎
０
８
２

−
５
４
４

−

１
１
１
０
）

令
和
５
年
度
警
察
官
募
集
に
つ
い
て

犯
罪
被
害
者
支
援
に
つ
い
て

山
県
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せｉＯＳ

2月24日（金）18時30分〜 太田川交流館かけはし

安芸太田町体育協会ゴルフ部主催
講演会「ラウンドの質を上げるには」

プロキャディ

野
の

村
むら

　拓
たく

矢
や

氏

日時 場所

体育協会からのお知らせ

●申込先／安芸太田町ゴルフ協会事務局（広藤忠幸）
　　　　　〒731−3501 安芸太田町大字加計5342−1　FAX22−1109
●チラシ／https://www.akiota.jp/site/kyoiku/7943.html
●主　催／安芸太田町体育協会ゴルフ部・安芸太田町ゴルフ協会

WEB申込は
こちら→

講師
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令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
第
11

回
戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特

別
弔
慰
金
の
請
求
受
付
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
請
求
期
限
は
、
令
和
５
年

３
月
31
日
ま
で
で
す
。

　

支
給
対
象
者
は
、
令
和
２
年
４

月
１
日
（
基
準
日
）
に
「
恩
給
法

に
よ
る
公
務
扶
助
料
」
や
「
戦
傷

病
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
遺
族

年
金
」
な
ど
を
受
け
る
方
（
戦
没

者
の
妻
や
父
母
等
）
が
お
ら
れ
な

い
場
合
に
以
下
の
順
番
で
先
順
位

と
な
る
ご
遺
族
お
一
人
に
支
給
さ

れ
ま
す
。

◎
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺

　

族
で

１
．
令
和
２
年
４
月
１
日
ま
で
に

　

戦
傷
病
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ

　

る
弔
慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し

　

た
方

２
．
戦
没
者
の
子

３
．
戦
没
者
等
の
①
父
母
②
孫
③

　

祖
父
母
④
兄
弟
姉
妹

４
．
上
記
１
か
ら
３
以
外
の
戦
没

　

者
等
の
３
親
等
内
の
親
族
（
甥
、

　

姪
な
ど
）

　

町
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
を
守
り
、

生
活
の
安
心
を
支
え
る
地
域
医
療

を
守
る
た
め
、
将
来
看
護
師
と
し

て
安
芸
太
田
町
内
の
医
療
機
関
等

に
勤
務
し
よ
う
と
す
る
人
に
対
し
、

修
学
に
必
要
な
資
金
を
貸
し
付
け

ま
す
。

　

奨
学
生
が
資
格
取
得
後
、
町
内

の
医
療
機
関
等
に
一
定
期
間
勤
務

す
れ
ば
、
奨
学
金
の
全
額
ま
た
は
、

　

相
続
登
記
、
遺
言
、
高
齢
の
親

の
問
題
・
後
見
、
離
婚
、
借
金
、

起
業
、
労
働
ト
ラ
ブ
ル
、
裁
判
手

続
き
、
Ｄ
Ｖ
な
ど
に
つ
い
て
電
話

・
面
談
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

①
面
談
相
談

〈
面
談
予
約
〉

　

☎
０
８
２−

２
２
１−

５
３
４
５

〈
日
時
〉

　

３
月
８
日
㈬　

10
時
～
16
時

　

３
月
11
日
㈯　

10
時
～
16
時

　

３
月
12
日
㈰　

10
時
～
16
時

「
戦
没
者
等
の
遺
族
に

対
す
る
特
別
弔
慰
金
」

　
　
　
　
　
の
お
知
ら
せ

令
和
５
年
度
安
芸
太
田
町

医
療
技
術
者
等
育
成
奨
学

生
（
看
護
師
）
の
募
集
に

つ
い
て　
　
　
　
　
　
　

女
性
司
法
書
士
に
よ
る

女
性
の
た
め
の
相
談
会

　
　
　
　
　
の
お
知
ら
せ
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戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
ま
で
引

き
続
き
１
年
以
上
の
生
計
関
係
が

あ
っ
た
方
に
限
ら
れ
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
か
わ
か
ら
な
い
方

や
、
詳
し
い
こ
と
が
お
知
り
に
な

り
た
い
方
は
、
本
庁
住
民
課
お
よ

び
各
支
所
の
住
民
生
活
課
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
●
問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
住
民
課☎

２
８−

２
１
１
６

　

加
計
支
所
住
民
生
活
課

　

☎
２
２−
１
１
１
１

　

筒
賀
支
所
住
民
生
活
課

　

☎
３
２−
２
１
２
１

〈
場
所
〉

　

広
島
司
法
書
士
会
総
合
相
談

　

セ
ン
タ
ー

②
電
話
相
談

〈
相
談
電
話
〉

　

☎
０
８
２−

５
１
１−

７
１
９
６

　

相
談
会
実
施
日
に
相
談
電
話
に

て
電
話
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

〈
日
時
〉

　

３
月
６
日
㈪　

10
時
～
12
時

　

３
月
７
日
㈫　

10
時
～
12
時

　

３
月
８
日
㈬　

10
時
～
16
時

　

３
月
９
日
㈭　

10
時
～
12
時

　

３
月
10
日
㈮　

10
時
～
12
時

　

３
月
11
日
㈯　

10
時
～
16
時

　

３
月
12
日
㈰　

10
時
～
16
時

●
ご
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　

広
島
司
法
書
士
会

　

☎
０
８
２−

２
２
１−

５
３
４
５

※
中
段
「
導
入
方
法
」
か
ら
無

　

料
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課　

情
報
政
策
係

　

☎︎
２
８−

１
９
６
７

広
報
「
安
芸
太
田
」
を
ア
プ
リ
で
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す

　

本
町
で
は
気
軽
に
広
報
「
安
芸
太

田
」
を
読
ん
で
い
た
だ
く
た
め
広
報

ア
プ
リ
「
マ
チ
イ
ロ
」
を
導
入
し
て

い
ま
す
。
冊
子
を
持
ち
歩
く
こ
と
な

く
「
い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
」
読
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
対
応
機
種

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
通
信
料
が
か

　

か
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

リンク先
 町公式サイト

一
部
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

（
奨
学
金
貸
付
の
決
定
は
、
令
和

５
年
度
の
予
算
が
成
立
し
て
か
ら

と
な
り
ま
す
。）

◆
貸
付
対
象
者

◦
将
来
看
護
師
と
し
て
町
内
の
医

　

療
機
関
等
で
勤
務
す
る
意
思
を

　

有
す
る
人

◦
安
芸
太
田
町
奨
学
金
貸
付
基
金

　

条
例
に
よ
る
奨
学
金
を
現
に
受

　

け
て
い
な
い
人

◆
貸
付
金
額

　

月
額
10
万
円
以
内

　

（
入
学
支
度
金
50
万
円
以
内
）

◆
貸
付
期
間

　

看
護
師
５
年

◆
募
集
定
員

　

４
名

◆
募
集
受
付
期
間

　

２
月
15
日
㈬
〜
４
月
14
日
㈮

◆
貸
付
者
の
決
定

　

安
芸
太
田
町
医
療
技
術
者
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国際交流だより国際交流だより ナターシャのページ
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It’s a small world!  It’s a small world!  世界は狭いですね!世界は狭いですね!

広報安芸太田　令和５（2023）年　２月号広報安芸太田　令和５（2023）年　２月号

　皆さん、こんにちは！２月で日本に来てから６か月になります。

　安芸太田町に派遣されて本当に良かったと思っています！皆さんがとても親切で、フレン

ドリーに私を歓迎してくださり、とても感謝しています。仕事が決まった時、最初は安芸太田町のことが

何も分からなくて予想も付きませんでした！田舎暮らしも初めてで、人々が通りすがりにあいさつしてく

ださることにびっくりしました！都会で暮らしている私には初めての体験です！

　英語でなじみ深いことわざがあります。“It’s a small world” （「世界は狭い」）。予想外に人やイベン

トは偶然につながりがあるときの驚きを表現するフレーズです。友人に日本語でも似ているフレーズがあ

ると教えてもらい、そのことに驚きました。世界で通用する表現ですね！

　安芸太田町に派遣されたことも同じように運命だと感じています。なぜなら少し面白い話があります。

　私はロンドンに住んでいた時、大学の英語学科のスタッフの方と仲良くなりました。彼女は私のＪＥＴ

の先輩で恩師でもあります。この方は偶然にも10年前、広島県でＡＬＴとして働いていました！私がＡＬ

Ｔの仕事に応募するときにアドバイスしてくださりとてもやさしくて、尊敬している方です！合格した時、

嬉しくて一番に彼女に報告しました！

　そして、もう１つ。安芸太田町というところで働くと伝

えたら、彼女がとてもびっくりしました！なんと10年前、

広島で働いていた時に先輩の親友だった女の子は安芸太田

町のＡＬＴだったからです！

　皆さん、Harriet Swan （ハリエット・スワン）のこと

を覚えていますか？私は実際Harrietと会ったことがない

ですが、Harrietの親友と知り合いです！

　先輩は10年前、よく安芸太田に遊びに来ていたようで、

いい所だから私はとてもラッキーだと言ってくれました。

そして、安芸太田町のいろんな写真も見せてもらい、温井

ダム、三段峡や加計のかえる祭りの写真も見ました。安芸

太田町はユニークなスポットがたくさんありますね！

　この仕事を応募したとき、働きたい場所の希望を出すこ

とができますが、私はそれを出さず、偶然に広島県の安芸

太田町に決まりました。私はとても運が良かったと思いま

す。

　あっ、それと２月21日は私の２番目に好きなイギリスの

祭日、パンケーキの日です。この日に一緒にパンケーキを

食べましょう！（ちなみに一番好きな日はGuy Fawkes
の日です。）

冬休みは土居周辺の雪の中の散歩を楽しみました！

　毎日、家の近くで散歩やジョギングをするのが楽しくて、

私の携帯は季節で変わる美しい風景の写真でいっぱいです。

私の恩師は今月日本に来る予定なので、広島県内で再会し

ます。安芸太田町での生活の話をするのが楽しみです！



 図書館
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筒 賀 分 室 筒賀ふれあいプラザ内
　☎32-2601

戸河内分室 地域支援センター内
　☎28-1966

本　　　館 川・森・文化・交流センター内２階川・森・文化・交流センター内２階
　　☎2222-12131213

〈ホームページアドレス〉https://www.lics-saas.nexs-service.jp/akiota/

BOOK

読んでミンサイ新刊案内♪読んでミンサイ新刊案内♪

大野萌子╱著
　幻冬舎２０２２年発行

今月のおススメ本今月のおススメ本

　ちょっとした、しょっぱい

対応が気になるあなたへ。

「自分も相手も大切にできる

話し方」で、自分の思いを伝

える方法が満載です。

新しい図書館の仲間を紹介するよ! 『好かれる人の神対応 　
　　　嫌われる人の塩対応』

移動図書館やまびこ号運行日
２月14日（火）・16日（木）・17日（金）・22日（水）

本館月末休館日 ２月２８日（火）

広報安芸太田　令和５（2023）年　２月号

『その骨の使い方では、動けなくなる。』

『昭和の思い出間違い探し』1

『大河ドラマどうする家康』

『軽トラパラダイス！』

『ジブリパーク公式ガイドブック』

『うさぎ玉ほろほろ』（小説）

『秋麗』（小説）

『名探偵の生まれる夜』（小説）

一
般
書

児
童
書

『パノラマ図鑑運転席』

『星のカービィ　まんぷく、まんまる、

グルメフェス！』（よみもの）

『車のいろは空のいろ』４新装版（よみもの）

『ラッキーカレー』（絵本）

『木になろう！』（絵本）

本館では蔵書点検などを行うため、３月12日㈰～３月17日㈮の間休館
します。ご迷惑をおかけしますが、ご協力よろしくお願いします。

本の返し忘れは
ございませんか？
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検査は事前予約が必要です。問い合わせ先にご連絡
ください。
◇検査日時／３月７日㈫・４月４日㈫
　　　　　　13時～15時
◇検査場所／広島県庁　農林庁舎1階診察室

（広島県西部保健所　広島支所内）
●問い合わせ先／広島県西部保健所　広島支所
　　保健課保健対策係　☎082−513−5521

広島県が行うＨＩＶ抗原抗体・梅毒検査
・肝炎ウイルス無料検査日程のお知らせ

安芸太田町は… 　　 2,645人　　 　3,035人　　5,680人　3,050世帯  　令和5(2023)年1月31日現在

今月の当番医

来月の当番医 ３月

２月

５日㈰　安芸太田病院（救急サブセンター）
12日㈰　山根医院（内科）
19日㈰　安芸太田病院（救急サブセンター）
21日㈫　安芸太田病院（救急サブセンター）
26日㈰　安芸太田戸河内診療所（内科）

11日㈯　安芸太田病院（救急サブセンター）
12日㈰　安芸太田病院（救急サブセンター）
19日㈰　山根医院（内科）
23日㈭　安芸太田戸河内診療所（内科）
26日㈰　安芸太田病院（救急サブセンター）

し尿収集日

※し尿くみ取りに関するお申し込み・お問い合わせは
　㈱クリンプロ　フリーダイヤル0120−32−9026
　へお願いします。
※積雪のため、日程どおりに収集できない場合があります。
※積雪時は、くみ取り口周辺の除雪をお願いします。

今月の納税等

○国民健康保険税…………………第９期
○後期高齢者医療保険料…………第８期
○介護保険料………………………第11期
（納期限:2月28日）※納期限を必ず守りましょう。

２
月

10日㈮ 加計土居・滝本・温井・猪山・平見谷
13日㈪ 丁川・田之原・穴阿・川登・勝草

14日㈫ 小板・松原・板ヶ谷・川手・柴木
梶ノ木・横川

15日㈬ 宇佐・澄合・早木・芦杉・黒峠
17日㈮ 修道
20日㈪ 津浪一円・筒賀東区
21日㈫ 附地・光石・坪野・上久日市・下久日市

22日㈬ 天神町・巴町・道の口・古市・新町
神田町・空条・本町・東旭町・西旭町

24日㈮ 上殿一円・筒賀（東区を除く）
27日㈪ 程原・津都見・船場・来見

３
月

１日㈬ 遊谷・戸河内土居・下本郷・田吹
寺領一円・月の子・杉の泊・穴袋・草尾

３日㈮ 上本郷・吉和郷・打梨・那須
６日㈪ 上原・鮎ケ平・殿賀一円
７日㈫ 鵜渡瀬・木坂・山崎・上調子
８日㈬ 見入ヶ崎・遅越・辻ノ河原・香草
10日㈮ 加計土居・滝本・温井・猪山・平見谷

27 広報安芸太田　令和５（2023）年　２月号

２月

２月　
13日㈪

粗大ごみ①区域
筒賀全域・与一野・才中得・寺領
長原・箕角・上殿中央・長田	
杉の泊（※草尾地区は電話	）	

２月　
27日㈪

粗大ごみ②区域
下本郷・上本郷・下田吹・上田吹
吉和郷・遊谷・戸河内土居・打梨
那須・横川・柴木・川手・梶ノ木
板ヶ谷・松原・小板	
※打梨、那須、横川は電話

３月　
13日㈪

粗大ごみ③区域
平見谷・猪山・温井・至誠・尚志
加計中央・加計三郷・川北・川西
殿賀・浄善

2022年度 粗大ごみ収集日程

※粗大ごみ集積場所に出してください。
　（一般のごみ集積所と異なる場合があります。）
※①～④は「ごみ収集カレンダー」に記載されている収
　集区域です。収集区域によって収集日が異なりますの
　で、お間違えのないようお願いします。

〜良い姿勢・正しい呼吸で整える〜
どなたでも無料でご参加
いただけるアットホームな

運動講座です。

主催 : JOCA╳3
（月ヶ瀬温泉）

詳細は月ヶ瀬温泉
FBページから↓

◦基礎代謝UP！体操
　2月9日・16日・27日  10:00〜10:40
◦アフタヌーンストレッチ
　2月9日・16日  15:00〜15:40
◦体脂肪燃焼プログラム
　2月9日・15日・27日  19:00〜19:40
【会場】太田川交流館かけはし
【お問い合わせ】月ヶ瀬温泉　オギノまで　☎25−0052
※申し込み不要です。１回のみの参加で可。
　動きやすい服装で、飲み物持参でお越しください。

広告



全校生徒が居ながらにして国際交流のできる学校

◆◆GO!GO!加計高通信　第102号◆◆

満1歳の誕生日満1歳の誕生日
おめでとうございます。おめでとうございます。
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アプリ「マチイロ」（無料）はスマホやタブレットにインストールすることで、いつでもどこでも広報
「安芸太田」を読むことができます。※インターネットの通信料がかかりますので、ご注意ください。

この広報紙は環境にやさしい再生紙と、大豆油インキを使用しています。
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【巴町】

リツ君誕生日おめでとう★
たくさんの幸せをありがとう。

いっぱい笑って元気に育ってね♪

♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥

※掲載にあたっては保護者
　のご了解を得ています。


